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地産地消とブランド化を推進！

完成！上原グラウンドサッカー場

湯布院福祉センターが完成

あらかしの森 林通信も
り



地域福祉の拠点が完成 湯布院福祉センター
　

こ
の
た
び
、
湯
布
院
地
域

の
社
会
福
祉
の
中
核
を
担
う

湯
布
院
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完

成
し
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー

は
由
布
市
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
湯
布
院
事
務
所
が
入
る

「
相
談
棟
」
と
由
布
市
社
会

福
祉
協
議
会
湯
布
院
事
務
所

が
入
る
「
サ
ー
ビ
ス
棟
」
の

２
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
５

月
１
日
か
ら
指
定
管
理
者
の

由
布
市
社
会
福
祉
協
議
会(

佐
藤
哲
紹
会
長)

が

管
理
お
よ
び
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
20
日
に
は
、
関
係
者
ら
出
席
の
も
と
、

相
談
棟
の
大
会
議
室
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
首
藤
市
長
は
、
「
す
ば
ら
し
い
施
設
が
完

成
し
ま
し
た
。
隣
接
す
る
健
康
温
泉
館
と
連
携

し
て
福
祉
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
ク
ア
オ

ル
ト
構
想
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
工
事
経

過
報
告
並
び
に
各
事
業
者
へ
首
藤
市
長
か
ら
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
て
、
出
席
者
ら
へ
施
設
の
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

風
通
し
が
良
く
、
木
の
香
り
漂
う
新
し
い
湯

布
院
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
対
策
課
福
祉
係
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５
）

湯布院福祉センター概要
所在地：由布市湯布院町川上2863番地
敷地面積：4,799.28㎡
施設概要：鉄筋コンクリート造平屋建
 (建築面積)1,409.65㎡  (延床面積)1,201.76㎡
総事業費：3億4,830万円

駐車場（車庫）

倉庫

▲100人収容できる大会議室

▶
施
設
内
の
時
計
は
関
係
団
体
等
か

ら
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

▲サッカー教室ではHOYOの選手たちと一緒にプレー。

▲果敢に攻めるHOYOチーム

▲試合当日は大勢の観客で埋め尽くされました。
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さらなる体育振興を目指して

上原グラウンド人工芝サッカー場完成

会議室

社協事務所

エントランス
ホール

食堂兼機能訓練室

浴室

会議室

倉庫

介護者
教室

倉庫

休憩室

エントランス
ホール

心配ごと
相談室

倉庫

トイレ

　バス用の車庫。駐車場は50台
▼対応可。

▲食堂 ▲相談室を設置

▲入浴しやすい浴室

　

4
月
14
日
、
由
布
市
挾
間
町
の
上
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
サ
ッ
カ
ー
場

で
、
関
係
者
ら
出
席
の
も
と
、
完
成
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

サ
ッ
カ
ー
場
は
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
事
業
」
と
し
て
、
総
事

業
費
1
億
４
，８
９
３
万
4
千
円
で
整
備
工
事
が
行
わ
れ
、
3
月
25
日

に
完
成
し
ま
し
た
。
今
後
、
サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
な
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
場
と
し
て
活
躍
を
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

完
成
式
典
で
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
点
灯
式
が
行
わ
れ
、
首
藤
市
長

は
「
大
分
市
ま
で
一
望
で
き
る
大
変
す
ば
ら
し
い
景
観
の
サ
ッ
カ
ー

場
で
す
。
由
布
市
の
サ
ッ
カ
ー
レ
ベ
ル
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
方
々
の
健
康
づ
く
り
に
も
役
に
立
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
」

と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
式
典
終
了
後
に
は
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
の
選
手
に
よ
る

少
年
サ
ッ
カ
ー
教
室
も
行
わ
れ
、
由
布
川
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
と
挾
間
Ｊ
Ｆ
Ｃ
の
子
ど
も
た
ち
に
サ
ッ
カ
ー
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

4
月
17
日
、
同
サ
ッ
カ
ー
場
の
こ
け
ら
落
と
し
と
な
る
、
Ｈ
Ｏ
Ｙ

Ｏ
と
佐
賀
市
川
副
町
を
拠
点
と
す
る
川
副
ク
ラ
ブ
の
試
合
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
試
合
は
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
が
序
盤
か
ら
試
合
の
主
導
権
を
握
り
先

制
点
を
決
め
、
一
度
追
い
つ
か
れ
た
も
の
の
終
了
間
際
に
決
勝
点
を

挙
げ
、
見
事
２
対
１
で
川
副
ク
ラ
ブ
に
勝
利
。
初
の
ホ
ー
ム
戦
を
う

れ
し
い
白
星
で
飾
り
ま
し
た
。

ホール

平面図

▲広い事務所

〈サービス棟〉

〈相談棟〉

▲新しいサッカー場のスタート

▲機能訓練室

包括事務所
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由
布
市
に
新
し
い
名
物
が
誕
生
し
ま
し
た
。

株
式
会
社
菊
家
（
齋
藤
治
雄
代
表
取
締
役
）
が
、

庄
内
町
特
産
の
梨
を
使
用
し
た
ゼ
リ
ー
を
、
4

月
27
日
に
県
内
で
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
由

布
市
産
庄
内
梨
の
ア
ピ
ー
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
訳

あ
り
品
を
使
う
こ
と
で
生
産
振
興
と
生
産
者
の

所
得
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
4
月
25
日

に
は
、
発
売
報
告
会
が
市
役
所
庄
内
庁
舎
で
行

わ
れ
、
同
社
の
関
係
者
や
生
産
者
ら
が
参
加
。

齋
藤
智
同
社
会
長
は
、「
さ
わ
や
か
で
と
て
も
素

敵
な
ス
イ
ー
ツ
。
今
後

も
地
元
由
布
市
の
農
産

物
と
連
携
し
て
商
品
開

発
を
手
掛
け
た
い
と
思

い
ま
す
。」
と
あ
い
さ

つ
。
首
藤
市
長
も
「
土

作
り
か
ら
は
じ
ま
り
、

生
産
者
が
大
事
に
育
て

る
庄
内
の
梨
。
一
番
の

宣
伝
隊
長
と
し
て
全
国

に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
話
し
ま
し

た
。
と
て
も
お
い
し
い

「
由
布
庄
内
の
赤
梨
」
を

ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

地産地消とブランド化を推進！

▲「受け皿を整えたい」と話す
推進員の皆さん

私
た
ち
が
推
進
し
ま
す

【問い合わせ】 由布市地産地消・特産品ブランド化推進協議会事務局（由布市構造改善センター内）
TEL：097-582-3555　FAX：097-582-3585

庄
内
赤
梨
は
間
違
い
ナ
シ
！

　

昨
年
10
月
27
日
、
農
業
と
商
工
業
、
観
光
関

係
者
が
連
携
し
て
、
地
産
地
消
と
特
産
品
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
的
に
、「
由
布
市
地
産
地
消
・
特

産
品
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
本
協
議
会
で
は
、
産
業
間
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
、
特
産
品
開
発
や
人
材

育
成
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
流

通
戦
略
の
企
画
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用

し
て
情
報
を
発
信
す
る
予
定
で
す
。

　

推
進
協
議
会
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
2
年
間
、

厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
を
受
け
て
「
地
域
雇
用

創
造
推
進
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
一
般
市
民

や
企
業
の
事
業
主
を
対
象
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
、
雇
用
拡
大
と
人
材
育
成
等
を
図
り

ま
す
。

　

4
月
か
ら
推
進
員
に
な
っ
た
伊
東
穀
治
さ
ん

は
、
3
月
ま
で
臼
杵
市
内
で
農
業
生
産
法
人
に

勤
務
。「
農
業
と
観
光
の
連
携
を
通
し
て
、
由

布
市
の
地
域
力
を
高
め
た
い
。
お
も
て
な
し
の

心
は
、
由
布
市
の
資
源
で
す
。
微
力
で
す
が
、

頑
張
り
ま
す
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

高
知
県
内
で
ま
ち
づ
く
り
関
係
の
団
体
職
員
だ

っ
た
出
口
伸
一
さ
ん
は
、「
担
い
手
不
足
の
解

消
と
新
規
就
農
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
仕
組
み

づ
く
り
を
し
た
い
。
や
る
気
を
持
っ
た
方
が
多

い
の
で
、
ぜ
ひ
点
と
点
を
つ
な
げ
て
〝
線
〞
に

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。」
と
意
気
込
み
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
、

各
種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て
い
き

ま
す
。
推
進
員
の
皆
さ
ん
、
由
布
市
の
農
業
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲採れたての赤梨を頬張った
ような食感！

▶
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
が
残
る
赤
梨
ゼ
リ
ー
。

生
産
者
の
励
み
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

推進員の伊東さん(左)と
首藤事務局長(中央)と出口さん(右)▶
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も
っ
と
便
利
に 

「
く
ら
し
の
便
利
帳
」を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
由
布
市
と
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

（
村
田
吉
優
代
表
取
締
役
社
長
）
が
官

民
連
携
事
業
で
作
製
し
た
「
く
ら
し
の

便
利
帳
」
が
こ
の
た
び
完
成
し
ま
し
た
。

4
月
12
日
に
は
、
市
役
所
庄
内
庁
舎
で

発
刊
式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
便
利
帳
は
、
由
布
市
が
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
は
じ
め
と
し
た
情
報
提
供
を
行
い
、

同
社
が
編
集
や
印
刷
、
発
行
な
ど
を
担

当
。
ま
た
、
作
製
に
あ
た
っ
て
は
市
内

１
４
９
の
事
業
者
の
方
々
か
ら
広
告
の

ご
協
賛
を
い
た
だ
き
市
内
の
全
世
帯
へ

無
料
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
田
社
長
は
、「
官
民
協
働
で
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
た
便
利
帳
で
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま

す
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
便
利
帳
に
は
、
災
害
時
の
避
難
場
所

や
救
急
時
の
連
絡
先
を
は
じ
め
、
住
民

票
や
保
険
・
年
金
制
度
の
紹
介
な
ど
、

市
民
生
活
に
密
着
し
た
情
報
が
満
載
で

す
。
情
報
収
集
の
一
つ
と
し
て
、
ぜ
ひ

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

▶
村
田
社
長（
左
）と
首
藤
市
長

▲感謝状贈呈の様子

◀各地域の情報や行事予定なども掲載

　
こ
の
た
び
の
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
、
ご
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
謹
ん

で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
由
布
市
で
は
、

震
災
後
の
3
月
14
日
㈪
か
ら
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
や
被
災
者
救
援
の
た
め
、
義
援
金

箱
を
市
内
各
所
で
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
義
援
金
箱
の
ほ
か
に
も
、
各
自
治
員
さ

ん
を
通
じ
て
震
災
後
す
ぐ
に
市
民
の
皆
さ
ん

へ
義
援
金
を
お
願
い
す
る
旨
の
通
知
を
し
て

お
り
ま
す
。

　
4
月
22
日
現
在
、
総
額
１
，７
０
５
万
円

も
の
義
援
金
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
由
布
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
義
援
金
は
口
座
振
替
で
も
可
能
で
す

　
由
布
市
で
も
義
援
金
の
専
用
口
座
を
開
設

し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

□
金
融
機
関
名 

大
分
銀
行 

小
野
屋
支
店

 

□
口
座
名
義  

由
布
市
総
務
課

 

□
口
座
番
号  

５
１
０
３
７
８
９

　
大
分
銀
行
各
支
店
で
、
振
り
込
み
用
紙
に

記
入
し
た
上
で
、「
義
援
金
で
す
」
と
窓
口

の
担
当
者
に
申
し
出
て
い
た
だ
く
と
手
数
料

は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
振
り

込
み
は
有
料
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

●
一
時
避
難
者
の
情
報
提
供
を

　

お
願
い
し
ま
す

　
被
災
地
の
自
治
体
で
は
、
避
難
さ
れ
た
方

の
現
在
の
お
住
ま
い
や
状
況
等
を
調
べ
て
お

り
、
由
布
市
へ
も
避
難
者
に
つ
い
て
の
情
報

照
会
が
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
由
布
市
で

も
避
難
者
の
方
に
お
役
に
立
つ
情
報
が
あ
れ

ば
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
避
難
さ
れ
て
い
る
方
を
は
じ
め
、
避
難

者
を
ご
存
じ
の
方
は
由
布
市
総
務
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
今
回
の
地
震
に
便
乗
し
て
、
実
在
す
る
団

体
の
名
前
を
語
り
、
被
災
者
支
援
の
た
め
の

義
援
金
等
と
称
し
て
特
定
の
口
座
に
振
り
込

ま
せ
よ
う
と
す
る
な
ど
の
詐
欺
に
つ
い
て
の

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
実
際
に
市
の
職
員

が
直
接
訪
問
し
た
り
、
一
般
家
庭
に
対
し
電

話
や
フ
ァ
ク
ス
等
で
義
援
金
等
の
振
り
込
み

を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
不

審
に
思
っ
た
際
に
は
、
大
分
南
警
察
署
（
☎

０
９
７

-

５
４
２

-

２
１
３
１
）
ま
た
は

１
１
０
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
総
務
課(

庄
内
庁
舎)

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１

　
（
内
線
２
１
０
）

〜
が
ん
ば
ろ
う
日
本 

由
布
市
民
み
ん
な
で
被
災
者
に
日
本
一
の
も
て
な
し
を
〜

義
援
金
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▶
湯
布
院
町
乙
丸
１
・
乙
丸
２
自
治
区
の
子
供
会
が
義
援
金
と

寄
せ
書
き
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
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！！ 　４月１日から、市役所の窓口時間を午後７時まで延長しています。ただし、
各庁舎によって実施曜日が異なりますので、ご注意ください。また、実施曜
日以外は午後５時に閉庁します。
（庄 内 庁 舎）月曜日・火曜日
（湯布院庁舎）水曜日・木曜日
（挾 間 庁 舎）木曜日・金曜日

窓口延長業務を行っています

7時まで
窓口延長

■開庁場所および曜日
　庄 内 庁 舎…市民課および税務課
　　　　　　 （毎週月曜日および火曜日）
　　　　　　　☎097-582-1111
　湯布院庁舎…地域振興課窓口
　　　　　　 （毎週水曜日および木曜日）
　　　　　　　☎0977-84-3111
　挾 間 庁 舎…地域振興課窓口
　　　　　　 （毎週木曜日および金曜日）
　　　　　　　☎097-583-1111

■取扱業務
　住民票等に関するもの
　１.住民票
　２.住民票記載事項証明
　３.戸籍謄本・抄本
　  （現在戸籍に限る）
　４.戸籍の附票
　  （現在の住所が載って
　　  いる戸籍の附票のみ）
　５.印鑑登録
　６.印鑑登録証明書

税等に関するもの
１.所得額・課税証明書
２.課税証明書
３.非課税証明書
４.評価額証明書（土地・家屋）
５.公課証明書（土地・家屋）
６.資産証明書
７.完納の納税証明書
　 ①納税証明書
　 ②軽自動車税納税証明書
　  （車検用のみ）

■開庁日
　平成23年４月１日から平成24年３月31日の月曜日から金曜日（祝日除く）

　
4
月
1
日
、
市
役
所
庄
内
庁
舎
で
由
布
市
消
防
団

幹
部
へ
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
首
藤
市
長
は
、

「
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
消
防
団
の
活
動
が
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
市
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
。
佐
藤
崧
男
団
長
は
、

「
各
方
面
隊
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
住
民
の
安
心
・

安
全
の
た
め
に
ま
い
進
し
ま
す
。」
と
応
え
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
25
年
3
月
ま
で
の
2
年
間
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　
防
災
安
全
課
防
災
係

　

☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１

　
（
内
線
２
１
１・２
１
２
）

由
布
市
の

防
災
活
動

防
災
活
動
を
担
っ
て

国
際
交
流
・
国
内
交
流
活
動
を
応
援
し
ま
す

国
際
交
流
・
国
内
交
流
活
動
を
応
援
し
ま
す

　
市
で
は
、
市
内
の
各
種
団
体
が
国
外
、
国
内
へ
の
視
察
や
研
修
を
通

じ
て
実
施
す
る
交
流
の
推
進
活
動
お
よ
び
人
材
育
成
や
地
域
活
性
化
を

目
的
と
し
て
市
内
で
行
う
ま
ち
づ
く
り
活
動
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
に
補
助
金
制
度
を
設
け
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
団
体

　
由
布
市
内
の
地
域
住
民
等
で
構
成
す
る
、
お
お
む
ね
5
人
以
上
の
団
体

●
対
象
と
な
る
事
業

　
原
則
と
し
て
由
布
市
の
地
域
活
性
化
や
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
的
と
し
た
事
業

●
補
助
金
額　
原
則
と
し
て
1
団
体
に
対
し
50
万
円
を
上
限
と
し
て
補
助
し
ま
す

●
申
込
方
法　
5
月
31
日
㈫
ま
で
に
、
所
定
の
事
業
計
画
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　
総
合
政
策
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

Ｙ
Ｕ
Ｆ
Ｕ
交
流
推
進
事
業
の
お
知
ら
せ

Ｙ
Ｕ
Ｆ
Ｕ
交
流
推
進
事
業
の
お
知
ら
せ
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湯
平
温
泉
観
光
協
会(

金
子
裕
久
会

長)

が
事
業
実
施
主
体
と
な
り
、
由
布

市
と
協
働
で
実
施
し
た
「
由
布
市
若
者

定
住
支
援
事
業
」
が
無
事
に
終
了
し
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
若
い
人
た
ち
へ

出
会
い
の
場
を
提
供
し
、
由
布
市
へ
定

住
し
て
も
ら
う
こ
と
を
支
援
す
る
目
的

で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
計
2
回
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
事
業
の
詳
細
に

つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
報
告
し
ま

す
。

　

第
1
回
目
は
昨
年
10
月
、
塚
原
高
原

「
み
る
く
村
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
40

人
以
上
の
応
募
が
あ
り
、
当
日
は
男
性

19
人
、
女
性
18
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
進
行
し

て
い
く
中
で
徐
々
に
天
候
も
回
復
し
、

予
定
し
て
い
た
塚
原
高
原
の
大
自
然
を

生
か
し
た
ゲ
ー
ム
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
、
バ
タ
ー
作
り
体
験
な
ど
を
行
い
、

参
加
者
同
士
の
距
離
も
ぐ
っ
と
縮
ま
り

ま
し
た
。

　

夜
は
、
塚
原
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が

こ
の
日
の
た
め
に
作
っ
た
特
製
の
ウ
ェ

ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
で
乾
杯
し
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
が
ス
タ
ー
ト
。
み
る
く
村
自
家

製
の
ス
イ
ー
ツ
や
カ
ク
テ
ル
バ
ー
等
で

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
見
事
3
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

成
立
！
中
に
は
県
外
か
ら
参
加
し
て
い

る
方
も
い
ま
し
た
。
初
デ
ー
ト
用
に「
ペ

ア
お
食
事
券
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な

ど
、
最
後
ま
で
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

第
2
回
目
は
、
今
年
2
月
に
湯
平
温

泉
で
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
3
月
に
湯

平
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
で
出
会
い
、
め

で
た
く
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
に
も
出
席

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
も
40
人

近
い
応
募
が
あ
り
ま
し
た
が
、
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
等
で
当
日
は
男
性

15
人
、
女
性
14
人
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。
人
数
が
予
定
よ
り
少
な
か
っ
た
た

め
、
自
己
紹
介
の

時
間
や
質
問
タ
イ

ム
を
長
く
設
け
る

こ
と
が
で
き
、
フ

リ
ー
タ
イ
ム
ま
で

の
間
に
か
な
り
お

互
い
の
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。

　

夜
は
、
バ
ー
「
ア
ジ
ト
」
で
立
食
パ

ー
テ
ィ
ー
。
参
加
者
ら
は
、
自
分
か
ら

積
極
的
に
動
き
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

気
に
な
る
結
果
は
、
な
ん
と
5
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
成
立
!!
か
な
り
高
い
確
率

で
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
、
ス
タ
ッ
フ
一

同
う
れ
し
い
限
り
で
し
た
。
前
回
同
様
、

見
事
カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
た
方
々
に
は
、

初
デ
ー
ト
用
に
ペ
ア
お
食
事
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
皆
さ
ん
の
幸
せ
そ
う
な
笑
顔

で
、
会
場
は
と
て
も
温
か
い
空
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
た
合
計
8
組
の
皆

さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！
皆
さ
ん
が
由
布
市
に
定
住
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

両
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
参
加
者
全

員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
ま
し
た
が
、

「
由
布
市
に
住
ん
で
も
よ
い
」「
も
っ
と

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
意
見
が
非
常
に
多
か
っ

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
こ
う
し
た
意

見
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
由
布
市
が

ま
す
ま
す
魅
力
的
な
ま
ち
に
な
る
よ
う
、

今
後
も
若
い
人
た
ち
が
定
住
に
つ
な
が

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課
地
域
振
興
係

　

☎
０
９
７－

５
８
２－

１
１
１
１

　
（
内
線
２
２
３
）

由
布
市
若
者
定
住
支
援
事
業
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

▲司会進行の様子

▲広大な敷地のみるく村

▲飲み物の種類も豊富

▲楽しい会話に華を添えた豪華な料理
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由布市の
家計簿

○○銀行

○○銀行

○○銀行

市有財産の状況

土地 建物 出資金 基金
26,181,613.44㎡ 171,571.24㎡ 4億393万円 50億2,443万円

その他の会計

会計名 予算額 執行済額 執行率

上水道事業

収益的収入 4億9,685万円 5億1,092万円 102.8%
収益的支出 5億1,201万円 4億9,139万円 96.0%
資本的収入 2億 805万円 1億6,194万円 77.8%
資本的支出 4億 298万円 3億5,683万円 88.5%

会計名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国民健康保険 41億2,219万円 36億2,973万円 88.1% 36億6,278万円 88.9%
老 人 保 健 1,006万円 1,004万円 99.8% 901万円 89.6%
介 護 保 険 34億8,012万円 33億7,896万円 97.1% 31億8,286万円 91.5%
後期高齢者医療 3億7,612万円 3億7,465万円 99.6% 3億6,273万円 96.4%
簡易水道事業 2億2,278万円 1億9,593万円 87.9% 1億9,914万円 89.4%
公共下水道事業 1,110万円 1,110万円 100.0% 1,108万円 99.8%
農業集落排水事業 1億3,081万円 8,260万円 63.1% 1億1,440万円 87.5%
健康温泉館事業 1億3,897万円 1億3,308万円 95.8% 1億2,819万円 92.2%

市債（市が借りているお金）の現在高

222億6,144万円
　市債は道路や学校、水道施設などを建設す
る場合などに発行していますが、平成22年
度は、従来の市債に加えて、将来の財源不足
を補うために基金を増額する市債を発行して
います。そのため、前年度同期の残高と比べ
ると、16億8,375万円増加しています。

一 般 会 計 179億2,727万円
上 水 道 事 業 会 計 23億 949万円
簡易水道事業会計 8億2,775万円
公共下水道事業会計 1億5,117万円
農業集落排水事業会計 7億4,574万円
健康温泉館事業会計 3億円

一時借入金の状況
平成23年３月31日現在、一時借
入金の現在高はありません。

　市では、予算の執行状況や市の財産の内訳などを市民の皆さんに知ってい
ただくために、年２回財政状況を公表しております。今回は、平成22年度下
半期(平成23年３月31日現在速報値)の状況についてお知らせします。
　平成22年度の一般会計予算は、当初156億4,530万円でスタートして、そ
の後の補正で187億5,466万円となりました。この予算額に対する収入済
額は172億7,612万円(収入率92.1%)、支出済額は160億2,045万円(執行率
85.4%)となっています。
　なお、決算確定値については11月号の市報でお知らせする予定です。

問い合わせ◆財政課財政係  ☎ 097-582-1111（内線217・218）

平成22年度下半期 財政状況報告

一般会計

●歳入（市に入ってきたお金）
区　分 予算額 収入済額 収入率

市 税 38億5,779万円 39億2,349万円 101.7%
地方譲与税 2億2,310万円 2億2,802万円 102.2%
利子割交付金 1,190万円 1,235万円 103.8%
配当割交付金 278万円 353万円 127.0%
地方消費税交付金 3億3,852万円 3億3,860 万円 100.0%
地方交付税 53億2,103万円 56億4,164万円 106.0%
分担金及び負担金 4億4,580万円 3億7,625万円 84.4%
使用料及び手数料 2億3,838万円 2億2,430万円 94.1%
国庫支出金 22億8,315万円 15億4,692万円 67.8%
県 支 出 金 15億9,282万円 12億1,036万円 76.0%
繰 入 金 1億 795万円 1億 748万円 99.6%
諸 収 入 2億5,235万円 1億5,580万円 61.7%
市 債 36億6,916万円 30億8,415万円 84.1%
そ の 他 4億 993万円 4億2,323万円 103.2%
合 計 187億5,466万円 172億7,612万円 92.1％

●歳出（市が使ったお金）
区　分 予算額 支出済額 執行率

議 会 費 1億7,244万円 1億5,994万円 92.8%
総 務 費 23億 380万円 20億3,866万円 88.5%
民 生 費 54億6,982万円 49億5,219万円 90.5%
衛 生 費 15億9,434万円 14億1,930万円 89.0%
労 働 費 500万円 500万円 100.0%
農林水産費 9億1,648万円 4億9,971万円 54.5%
商 工 費 1億6,388万円 1億4,769万円 90.1%
土 木 費 13億4,108万円 5億6,388万円 42.0%
消 防 費 6億2,721万円 5億9,580万円 95.0%
教 育 費 20億6,071万円 15億6,650万円 76.0%
災害復旧費 685万円 140万円 20.4%
公 債 費 17億2,573万円 17億1,126万円 99.2%
諸 支 出 金 23億5,916万円 23億5,912万円 99.8%
予 備 費 816万円 0円 0.0%
合 計 187億5,466万円 160億2,045万円 85.4％

●市民一人当たりに
　換算すると…

皆さんが
市に納めた税金は
108,097108,097円円

皆
さ
ん
の
た
め
に
使
わ
れ
た
費
用
は

総務費
56,168円

民生費
136,439円

衛生費
39,103円

農林水産業費
13,768円

商工費
4,069円

土木費
15,536円

消防費
16,415円

教育費
43,159円

公債費
47,147円

その他
69,580円
平成23年3月末

人口36,296人で算出
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軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
さ
れ
て
い
る
方
は
、
納
期
限
の
５
月
31
日
㈫
に
指
定

の
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。
振
替
が
確
認
で
き
た
方
に
は
、
６
月
中
旬

に
納
税
証
明
書
（
継
続
検
査
用
）
を
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
納
期
限
の
前
日
（
通

常
は
５
月
30
日
）
ま
で
の
車
検
に
は
、前
年
度
の
納
税
証
明
書
を
ご
使
用
で
き
ま
す
。

※
も
し
、
口
座
振
替
の
方
で
納
税
証
明
書
が
届
く
前
に
車
検
を
受
け
ら
れ
る
場
合

は
、
お
手
数
で
す
が
、
軽
自
動
車
税
が
引
き
落
と
さ
れ
た
通
帳
（
記
帳
済
み
の

も
の
）
を
市
役
所
の
証
明
窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
無
料
で
納
税
証
明
書
を

交
付
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
税
務
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
７-

５
８
２-

１
１
１
１
（
内
線
１
４
６
・
１
４
７
）

軽
自
動
車
税
を

口
座
振
替

口
座
振
替
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
現
在
、
お
住
ま
い
の
住
宅
（
新
築
以
外
）
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
は
、
由
布
市
内
で
は
今
年
5
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※
5
月
31
日
以
降
も
随
時
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
火
災
か
ら
大
切
な
生
命
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警

◎
火
災
か
ら
大
切
な
生
命
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

報
器
の
設
置
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入
は
、
日
本
消

防
検
定
協
会
「
鑑
定
マ
ー
ク
」
が
付
い
て

る
も
の
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◎
悪
質
な
訪
問
販
売
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

◎
悪
質
な
訪
問
販
売
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
消
防
署
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
火
器
を
販
売
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】
由
布
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

    

☎
０
９
７

☎
０
９
７

－－

５
８
３

５
８
３

－－

１
５
０
０

１
５
０
０

住
宅
用
火
災
警
報
器

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
た
か
？

機器購入のお問い合わせは機器購入のお問い合わせは
　住宅用火災警報器に関するご質
問などは、「住宅用火災警報器相談
室」までお気軽にご相談ください。
フリーダイヤル 0120-565-911
住宅防火対策推進協議会 (http://
www.jubo.go.jp/index2.html)

　
由
布
市
市
民
交
通
対
策
検
討
委
員
会
は

市
民
の
生
活
交
通
の
確
保
方
策
等
、
地
域

交
通
計
画
の
策
定
に
関
わ
る
諸
問
題
に
つ

い
て
市
民
の
意
見
を
広
く
反
映
さ
せ
、
協

議
・
調
整
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
一
般
公
募
委
員
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
由
布
市
の
地
域

公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
関
心
を
お

持
ち
の
方
の
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑴
由
布
市
市
民
交
通
対
策
検
討
委
員
会
の

構
成
・
任
期
・
役
割

◆
交
通
対
策
検
討
委
員
会
の
任
期
は
就

任
の
日
か
ら
平
成
24
年
3
月
31
日
ま

で
の
一
年
度
間
で
す
。
自
治
委
員
会

の
代
表
者
・
関
係
諸
団
体
の
代
表
者

と
一
般
公
募
委
員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
交
通
計
画
の
策
定
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
通
の
運
行
、
そ
の
他
生
活
交
通
に

関
し
て
必
要
な
事
項
を
協
議
、
検
討

お
よ
び
調
整
を
行
い
事
業
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

⑵
応
募
方
法

◆
一
般
公
募
（
お
申
し
込
み
は
、
総
合

政
策
課
、
挾
間
振
興
局
地
域
振
興
課
、

湯
布
院
振
興
局
地
域
振
興
課
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。
）

※
各
課
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必

由
布
市
市
民
交
通
対
策
検
討
委
員
会
の
委
員
を

し
ま
す

集
募

要
事
項
を
記
入
の
上
、
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

⑶
応
募
期
間

◆
5
月
16
日
㈪
〜
6
月
15
日
㈬
の
午
後

5
時
ま
で

⑷
応
募
資
格

①
由
布
市
内
に
住
所
を
有
し
、
交
通
対

策
検
討
委
員
会
に
出
席
で
き
る
方

②
平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
で
18
歳
以

上
の
方(

た
だ
し
学
生
は
除
く)

③
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
と
関
心
が
あ
る

方
※
議
員
・
公
務
員
の
応
募
は
で
き
ま
せ

ん
。

⑸
募
集
人
員

◆
3
人
以
内

◆
応
募
者
が
募
集
定
員
を
超
え
た
場
合

に
は
公
開
抽
選
会
に
よ
り
選
考
し
ま

す
。

⑹
応
募
結
果

◆
抽
選
の
結
果
は
公
表
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
総
合
政
策
課
企
画
調
整
係

　
〒
８
７
９
ー
５
４
９
８

　
由
布
市
庄
内
町
柿
原
３
０
２
番
地

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１

　

（
内
線
２
２
６
）
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問い合わせ▶福祉対策課障害福祉係 ☎0977-84-3111（内線316）

各種障がい者手帳の申請方法や障がい者福祉制度についてご紹介します。
各種申請等の様式は、各庁舎窓口または市公式ホームページからどうぞ。

http://www.city.yufu.oita.jp/

障がい者福祉制度のご紹介 

（
指
定
医
師
の
書
い
た
も
の
）

③
写
真
1
枚
（
縦
4
㎝
・
横
3
㎝
・
無

帽
で
正
面
を
向
い
て
い
て
、
1
年
以

内
撮
影
の
も
の
）

④
印
か
ん

※
交
付
ま
で
約
3
週
間
か
ら
1
ヵ
月
か

か
り
ま
す
。

  

療
育
手
帳
の
申
請

　

地
域
振
興
課
（
挾
間
・
庄
内
）、
福
祉

対
策
課
（
湯
布
院
）
で
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

  

自
立
支
援
医
療
給
付
制
度

　

障
が
い
を
除
去
ま
た
は
軽
減
し
、
生
活

能
力
の
向
上
や
社
会
生
活
を
容
易
に
す
る

た
め
に
必
要
な
医
療
に
係
る
医
療
費
の
一

部
を
申
請
に
よ
り
給
付
す
る
制
度
で
す
。

自
立
支
援
医
療
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
、

医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己
負
担
は
、
原
則

と
し
て
医
療
費
の
1
割
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
所
得
等
に
よ
り
月
当
た
り
の
自
己
負

担
に
上
限
額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

※
申
請
に
は
指
定
医
療
機
関
が
作
成
し
た

意
見
書
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

  

特
別
障
害
者
手
当
等
支
給
制
度

●
障
害
児
福
祉
手
当

（
対
象
者
）

　

身
体
ま
た
は
精
神
（
知
的
）
に
重
度
の

障
が
い
を
有
す
る
た
め
、
日
常
生
活
に
常

時
の
介
護
を
要
す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
児

童●
特
別
障
害
者
手
当

（
対
象
者
）

　

身
体
ま
た
は
精
神
（
知
的
）
に
著
し
く

重
度
の
障
が
い
を
有
す
る
た
め
、
日
常
生

活
に
常
時
特
別
な
介
護
を
要
す
る
20
歳
以

上
の
在
宅
者

※
手
当
の
認
定
を
受
け
る
場
合
は
、
認
定

請
求
書
に
診
断
書
等
を
添
え
て
申
請
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

  

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費

  

（
重
度
医
療
）
給
付

　

重
度
医
療
と
は
、
健
康
保
険
が
適
用
さ

れ
た
医
療
費
の
自
己
負
担
分
が
あ
り
、
そ

の
金
額
が
一
つ
の
医
療
機
関
で
1
ヵ
月
に

１
，０
０
０
円
以
上
で
あ
る
場
合
、
自
己

負
担
相
当
額
を
申
請
に
も
と
づ
い
て
助
成

す
る
制
度
で
す
。

　

た
だ
し
、
高
額
医
療
費
等
に
よ
り
保
険

者
か
ら
払
い
戻
し
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の

差
額
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
認
定
に
は
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

（
対
象
障
が
い
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
1
、
2
級

○
身
体
障
害
者
手
帳
3
級
か
つ
Ｉ
Ｑ
50
以
下

○
療
育
手
帳
Ａ

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級

○
障
害
基
礎
年
金
1
級
を
受
給
し
て
い
る

知
的
障
が
い
者

  

は
じ
め
に

●
身
体
障
が
い
者
と
は

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
定
め
る
身
体
上

の
障
が
い
が
あ
る
人
で
、
県
知
事
か
ら
身

体
障
害
者
手
帳
（
1
級
〜
6
級
）
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
を
い
い
ま
す
。

●
知
的
障
が
い
者
と
は

　

知
的
機
能
の
障
が
い
が
発
達
期
（
お
お

む
ね
18
歳
ま
で
）
に
現
れ
、
日
常
生
活
に

支
障
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
何
ら
か
の
特

別
な
援
助
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
人

を
い
い
ま
す
（
療
育
手
帳
Ａ
1
、
Ａ
2
、

Ｂ
1
、
Ｂ
2
）。

●
精
神
障
が
い
者
と
は

　

精
神
障
が
い
の
た
め
に
長
期
に
わ
た
っ

て
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
制
約
の
あ
る

人
を
い
い
ま
す
（
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
1
級
〜
3
級
）。

  

身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
  

保
健
福
祉
手
帳
の
申
請

受
付
窓
口

身
体
障
害
者
手
帳

・
福
祉
対
策
課
（
湯
布
院
）

・
地
域
振
興
課
（
挾
間
・
庄
内
）

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

・
健
康
増
進
課
（
湯
布
院
）

　

・
地
域
振
興
課
（
挾
間
・
庄
内
）

提
出
書
類

①
申
請
書

②
診
断
書
・
意
見
書
お
よ
び
所
見
書
等
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【
目
的
】

　

す
べ
て
の
障
が
い
者
が
、
希
望
と

勇
気
を
も
っ
て
自
立
し
、
社
会
に
積

極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
喚
起
す
る

と
と
も
に
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
に
努
め
、
県
民
の
障
が
い
者
に

対
す
る
理
解
を
一
層
深
め
て
、
障
が

い
者
の
社
会
参
加
の
推
進
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
実
施
競
技
】

■
ボ
ウ
リ
ン
グ
（
身
・
知
・
精
）

日
程
：
5
月
14
日
㈯

場
所
：
タ
ワ
ー
ボ
ウ
ル
わ
さ
だ
店

■
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
身
）

日
程
：
5
月
21
日
㈯

場
所
：
別
府
市
実
相
寺
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

■
卓
球
（
身
・
知
・
精
）

日
程
：
5
月
28
日
㈯

場
所
：
大
分
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
開
会
式
・
陸
上
競
技
（
身
・
知
）

日
程
：
5
月
29
日
㈰

場
所
：
大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
大
分
銀
行
ド
ー
ム

■
水
泳
（
身
・
知
）

日
程
：
5
月
29
日
㈰

場
所
：
大
分
市
営
温
水
プ
ー
ル

■
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
身
・
知
・
精
）

日
程
：
5
月
29
日
㈰

場
所
：
大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
だ
い
ぎ
ん
グ
ラ
ウ
ン
ド

大
分
県
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

お
知
ら
せ

第6回

（
自
己
負
担
額
）

　

原
則
1
割
負
担

※
新
規
に
申
請
す
る
場
合
等
は
、
補
装
具

に
応
じ
て
指
定
医
師
が
作
成
し
た
意
見

書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

  

日
常
生
活
用
具
支
給
事
業

　

重
度
心
身
障
が
い
者
に
対
し
、
障
が
い

の
種
別
と
程
度
に
応
じ
て
日
常
生
活
上
の

便
宜
を
図
る
た
め
の
用
具
を
給
付
す
る
制

度
で
す
。（
入
浴
補
助
用
具
、
ス
ト
ー
マ

用
装
具
、
移
動
・
移
乗
支
援
用
具
な
ど
）。

（
支
給
対
象
者
）

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人

（
自
己
負
担
額
）

　

原
則
1
割
負
担

※
障
が
い
の
区
分
と
程
度
、
年
齢
に
よ
っ

て
制
限
が
あ
り
、
用
具
に
よ
っ
て
は
医

師
の
意
見
書
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

  

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害
者

  

相
談
員
の
紹
介

　

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害
者
相

談
員
が
、
障
が
い
者
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ

な
相
談
に
応
じ
、
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

由
布
市
の
相
談
員
さ
ん
は
下
記
の
方
た

ち
で
す
。
悩
み
ご
と
、
相
談
ご
と
の
あ
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
身
体
障
害
者
相
談
員

岡
島 

干
城
（
挾
間
）

　

☎
０
９
７

－
５
８
３

－

２
９
９
３

岡 

信
綱
（
挾
間
）

　

☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
３
０
４

岩
崎 

宣
夫
（
庄
内
）

　

☎
０
９
７

－

５
８
２

－

０
２
９
４

安
部 

忠
雄
（
庄
内
）

　

☎
０
９
７

－

５
８
２

－

３
９
０
８

宇
都
宮 

健
一
（
湯
布
院
）

　

☎
０
９
７
７

－

８
４

－

４
５
７
３

三
苫 

啓
藏
（
湯
布
院
）

　

☎
０
９
７
７

－

８
５

－

３
０
４
３

●
知
的
障
害
者
相
談
員

衛
藤 

成
治
（
湯
布
院
）

　

☎
０
９
０

－

１
１
６
１

－

３
０
２
８

障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

地
域
で
生
活

す
る
障
が
い
の

あ
る
方
や
そ
の

ご
家
族
か
ら
の

相
談
等
に
応
じ
、

障
が
い
者
が
自

立
し
た
日
常
生
活
や

社
会
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
必

要
な
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
由
布
市
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

由
布
市
庄
内
町
庄
内
原
３
６
５
番
地
1

（
由
布
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
０
９
７

－

５
８
２

－

２
７
５
６

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級
を
受
給
し
て

い
る
知
的
障
が
い
児

（
対
象
医
療
費
）

 

医
療
費
の
自
己
負
担
分
（
食
事
療
養
費
・

健
康
保
険
外
費
用
・
精
神
障
が
い
で
認
定

を
受
け
た
方
の
精
神
病
院
入
院
費
用
は
含

み
ま
せ
ん
）

※
対
象
障
が
い
に
該
当
す
る
方
で
、
住
民

票
の
住
所
が
由
布
市
内
に
あ
る
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

※
現
在
受
給
中
の
方
に
つ
い
て
も
6
月
中

に
定
期
更
新
の
必
要
が
あ
り
ま
す
（
個

別
に
通
知
を
発
送
し
ま
す
）。

申
請
を
す
る
際
に
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

①
印
か
ん

②
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

※
そ
の
他
、
申
請
者
の
状
況
に
応
じ
て
、

必
要
書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

補
装
具
費
支
給
事
業

　

身
体
障
が
い
者
が
、
身
体
の
失
わ
れ
た

部
位
、
障
が
い
の
あ
る
部
分
を
補
っ
て
、

必
要
な
身
体
機
能
を
獲
得
し
、
あ
る
い
は

補
う
た
め
に
用
い
ら
れ
る
用
具（
補
聴
器
・

義
肢
・
装
具
・
車
い
す
等
）
の
交
付
ま
た

は
修
理
の
費
用
を
給
付
す
る
制
度
で
す
。

（
支
給
対
象
者
）

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
（
申
請
す
る
補
装
具
は
手
帳
の
障
が

い
内
容
と
の
整
合
性
が
必
要
で
す
）
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国
民
健
康
保
険
の
税
率
が
変
わ
り
ま
し
た

◇
平
成

◇
平
成
2323
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
は
次

年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
は
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す

の
よ
う
に
な
り
ま
す

●平成22年度 国民健康保険税率表
医療分 支援金分 ※介護分

所得割率(一人当たり) 7.0% 3.0% 1.6%
平等割(一世帯当たり) 18,000円 8,000円 3,500円
均等割(一人当たり) 15,500円 7,000円 5,500円

賦課限度額 500,000円 130,000円 100,000円

●平成23年度 国民健康保険税率表
医療分 支援金分 ※介護分

所得割率(一人当たり) 9.0% 3.0% 1.6%
平等割(一世帯当たり) 18,000円 8,000円 3,500円
均等割(一人当たり) 15,500円 7,000円 5,500円

賦課限度額 510,000円 140,000円 120,000円

※
介
護
分
に
つ
い
て
は
40
歳
以
上
65
歳
未
満

が
対
象
で
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
は
医
療
分
・
支
援
金

分
・
介
護
分
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
金
額
と
な

り
ま
す
。

※
所
得
割
額
は
平
成
22
年
1
月
か
ら
平
成
22

年
12
月
ま
で
の
総
所
得
に
対
し
、
33
万
円

を
控
除
し
た
金
額
に
所
得
割
率
を
か
け
て

算
出
し
ま
す
。

◇
保
険
税
の
計
算
例
は
次
の
よ
う
に
な
り

◇
保
険
税
の
計
算
例
は
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
ま
す

<例> 夫：42歳　所得200万円　妻：37歳　所得0円

医療分

所得割額 （2,000,000円-330,000円）×9.0%=150,300円
平等割額  18,000円（一世帯にかかる額）
均等割額  15,500円×2人=31,000円（加入者数に応じてかかる額）
合計  199,300円

支援金分

所得割額 （2,000,000円-330,000円）×3.0%=50,100円
平等割額  8,000円（一世帯にかかる額）
均等割額  7,000円×2人=14,000円（加入者数に応じてかかる額）
合計  72,100円

介護分

所得割額 （2,000,000円-330,000円）×1.6%=26,720円
平等割額  3,500円（一世帯にかかる額）
均等割額  5,500円×1人=5,500円（加入者数に応じてかかる額）
合計  35,720円

合計199,300円+72,100円+35,700円=307,100円

●ケース1. 夫(42歳)妻(41歳)子(8歳)子(3歳)の合計年税額
合計所得金額 軽 減 率 A.軽減前年税額 B.軽減額 C.差引額(A-B)…①

33万 7割軽減 130,500 91,400 39,100
100万 5割軽減 221,600 65,300 156,300
170万 2割軽減 316,800 26,100 290,700

200万…② 対象外 ー ー 357,600
　①C.差引額が実際の年税額です。②を給与収入に直すと312万です。

●ケース2. 夫(68歳)妻(66歳)の合計年税額
合計所得金額 軽 減 率 A.軽減前年税額 B.軽減額 C.差引額(A-B)

33万 7割軽減 71,000 49,700 21,300
57万 5割軽減 99,800 35,500 64,300
100万 2割軽減 151,400 10,600 140,800

105万…③ 対象外 ー ー 157,400
　③を年金収入に直すと225万です。

●ケース3. 71歳単身の合計年税額
合計所得金額 軽 減 率 A.軽減前年税額 B.軽減額 C.差引額(A-B)

33万 7割軽減 48,500 34,000 14,500
65万 2割軽減 86,900 9,700 77,200

70万…④ 対象外 ー ー 92,900
　④を年金収入に直すと190万です。

・
7
割
軽
減
…
33
万
円
以
下

・
5
割
軽
減
…{
33
万
円
＋(

24
．5
万
円
×
世
帯
主
を
除
く
被

保
険
者
数)}

以
下

・
2
割
軽
減
…{

33
万
円
＋(
35
万
円
×
被
保
険
者
数)}

以
下

※
た
だ
し
特
例
措
置
有
り

◇
保
険
税
に
は
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

◇
保
険
税
に
は
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

　
　
保
険
税
の
軽
減
は
世
帯
全
員
の
合
計
所
得
金
額
に
基

づ
い
て
2
割
・
5
割
・
7
割
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
の

か
判
断
し
、
平
等
割
お
よ
び
均
等
割
を
軽
減
し
ま
す
。

（
こ
れ
に
該
当
す
る
場
合
の
例
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
）

◇
平
成

◇
平
成
2323
年
度
の
国
民

年
度
の
国
民

健
康
保
険
税
納
税
通

健
康
保
険
税
納
税
通

知
書
は

知
書
は
66
月
の
中
旬

月
の
中
旬

に
お
送
り
し
ま
す
。

に
お
送
り
し
ま
す
。

※
世
帯
主
が
国
保
に
加

入
し
て
い
な
く
て

も
、
世
帯
の
中
に
国

保
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
が
い
る
場
合
、

納
税
通
知
書
な
ど
の

各
種
通
知
書
は
世
帯

主
あ
て
に
送
ら
れ
ま

す
。

◇
会
社
の
健
康
保
険
等

◇
会
社
の
健
康
保
険
等

に
加
入
さ
れ
た
場
合

に
加
入
さ
れ
た
場
合

や
ご
家
族
の
健
康
保

や
ご
家
族
の
健
康
保

険
の
扶
養
に
入
ら
れ

険
の
扶
養
に
入
ら
れ

た
場
合
は
、
国
保
資

た
場
合
は
、
国
保
資

格
の
喪
失
の
手
続
き

格
の
喪
失
の
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す

が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
新
し
い
保
険

の
で
、
新
し
い
保
険

証
と
印
か
ん
を
ご
持

証
と
印
か
ん
を
ご
持

参
の
上
、
各
庁
舎
の

参
の
上
、
各
庁
舎
の

国
保
窓
口
で
手
続
き

国
保
窓
口
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ

を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
い
。

◇
保
険
税
の
納
付
は
、

◇
保
険
税
の
納
付
は
、

確
実
で
便
利
な
口
座

確
実
で
便
利
な
口
座

振
替
を
お
す
す
め
し

振
替
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

ま
す
。

 【問い合わせ】 保険課国保年金係 ☎0977-84-3111（内線332・333）
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対象者には無料クーポン券の配布があります。対象者には無料クーポン券の配布があります。
　女性特有のがん検診事業として、乳がん（マンモグラフィ検査）および子宮頸が
ん（子宮頸部の細胞診検査）を実施します。また、働く世代への検診として大腸が
んの検診（便潜血検査）も行います。
　対象者には、無料クーポン券と検診手帳が送付されます。発送は、乳がん・子宮
頸がん検診クーポン券は今年の6月以降、大腸がん検診は7月以降にお届けします。
また、地区で実施する対象の検診については、お手元に無料クーポン券が届くまで
の間は無料で受診できます。その際、本人確認ができるものを必ずご持参ください。

女性特有がん検診

問
い
合
わ
せ
●
健
康
増
進
課 

健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
　
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１
（
内
線
３
６
３
）

 「禁煙しよう」と決めたら、健康保険で禁煙指導を受けられる医療機関（禁
煙外来）への相談をおすすめします。タバコに対する「心理的依存（習慣）」、
イライラなどの離脱症状（禁断症状）を起こす「ニコチン依存」は、医師等の
専門職や薬の力を借りなければ、精神力だけではなかなか克服が難しいもので
す。専門職が禁煙できるようにサポートします。
禁煙外来を実施する医療機関禁煙外来を実施する医療機関
（ご利用の場合は事前に電話で確認することをおすすめします。）
　●岩男病院 ☎0977-84-3101
　●さとう消化器・大腸肛門クリニック ☎097-583-8050
　●何松内科循環器科 ☎097-583-1131
　●湯布院厚生年金病院 ☎0977-84-3171

乳
が
ん
と
は
…

乳
が
ん
と
は
…

　
30
歳
〜
40
歳
代
の
女
性
で
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
早
期
が
ん
の
5
年
生
存
率

は
高
く
、
98
．5
％
で
す
。
ま
た
、
早

期
で
あ
れ
ば
乳
房
を
残
す
こ
と
も
可
能

で
す
。

　
検
診
方
法
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
す
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
は
、
乳
房
を
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
版
で
挟
ん
で
扁
平
に
し
て

エ
ッ
ク
ス
線
で
撮
影
し
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
と
は
…

子
宮
頸
が
ん
と
は
…

　
20
歳
〜
30
歳
代
の
若
い
女
性
に
増
加

傾
向
が
見
ら
れ
、
子
宮
の
入
り
口
部
分

に
子
宮
頸
が
ん
は
発
生
し
ま
す
。
早
期

が
ん
の
5
年
生
存
率
は
92
．1
％
と
高

く
、
早
期
の
定
期
的
な
検
診
が
大
切
で

す
。

　
検
診
方
法
は
子
宮
頸
部
細
胞
診
で
す
。

子
宮
の
入
り
口
付
近
の
細
胞
を
こ
す
り

取
り
、
が
ん
細
胞
が
な
い
か
を
顕
微
鏡

で
検
査
し
ま
す
。

大
腸
が
ん
と
は
…

大
腸
が
ん
と
は
…

　
男
女
と
も
に
増
加
し
て
お
り
、
女
性

の
が
ん
死
亡
の
第
1
位
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
早
期
が
ん
の
場
合
、
ほ

ぼ
１
０
０
％
完
治
し
ま
す
。
ま
さ
に
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要
で
す
。

　
検
診
方
法
は
、
便
潜
血
反
応
検
査
で

す
。
便
潜
血
検
査
は
、
大
腸
か
ら
の
出

血
の
有
無
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

●禁煙週間●禁煙週間　５月31日㈫～６月６日㈪
●タバコをやめたい人 相談しませんか?●タバコをやめたい人 相談しませんか?

世界禁煙デー 5月31日㈫

無料クーポンの対象者
◎乳がん・大腸がん◎乳がん・大腸がん

昭和45年４月２日～昭和46年４月１日
昭和40年４月２日～昭和41年４月１日
昭和35年４月２日～昭和36年４月１日
昭和30年４月２日～昭和31年４月１日
昭和25年４月２日～昭和26年４月１日

◎子宮頸がん◎子宮頸がん
平成 2年４月２日～平成 3年４月１日
昭和60年４月２日～昭和61年４月１日
昭和55年４月２日～昭和56年４月１日
昭和50年４月２日～昭和51年４月１日
昭和45年４月２日～昭和46年４月１日

働く世代への大腸がん検診
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情
報
の
約
八
割
は
目
か
ら
入
る
と
言
わ
れ
、
快
適
な
生
活
に
は

目
の
健
康
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
回
も
前
回
に
続
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
の
病
気
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

立
川
眼
科
院
長　
立
川
貴
寿

●
ド
ラ
イ
ア
イ

　
ド
ラ
イ
ア
イ
は
そ
の
名
の
通
り
目
が
乾
く
病
気
で
す
。
涙
の
量
が
減
っ
た
り
、
蒸
発
が

増
え
る
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。
乾
き
よ
り
も
目
の
疲
れ
と
し
て
感
じ
る
こ
と
が
多
く
、
痛

み
や
異
物
感
、
視
力
低
下
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
訴
え
ま
す
。
涙
が
流
れ
て
残
ら
な
い

た
め
目
が
乾
き
、
涙
が
出
る
の
に
ド
ラ
イ
ア
イ
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
ア
イ

は
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
な
ど
の
病
気
で
も
起
き
ま
す
が
、
環
境
が
原
因
に
な
る
こ
と
が

多
く
、
エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
「
三
つ
の
コ
ン
」
が
有
名
で

す
。
治
療
は
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
や
人
工
涙
液
の
点
眼
が
基
本
で
、
瞼
の
縁
の
脂
穴（
マ
イ
ボ
ー

ム
腺
）を
清
潔
に
保
ち
、
蒸
し
タ
オ
ル
等
で
暖
め
て
脂
の
通
り
を
良
く
す
る
の
も
効
果
的
で

す
。
最
近
で
は
、
目
に
涙
を
引
き
留
め
る
成
分
の
分
泌
を
促
す
薬
も
出
て
い
ま
す
。
点
眼

で
効
果
が
不
十
分
な
場
合
は
、
目
頭
の
涙
穴（
涙
の
排
水
口
）に
ふ
た
を
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

●
白
内
障

　

高
齢
者
の
視
力
低
下
の
主
な
原
因
の
一
つ
が
白
内
障
で
す
。
瞳
の
奥
の
レ
ン
ズ（
水
晶

体
）が
濁
っ
て
、
目
が
か
す
む
、
ま
ぶ
し
い
、
眼
鏡
が
合
わ
な
い
等
の
症
状
が
出
ま
す
。

程
度
や
時
期
に
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
誰
に
で
も
起
こ
る
病
気
で
す
。
加
齢
に
伴
う
老

人
性
白
内
障
が
大
半
で
す
が
、
目
の
け
が
や
炎
症
、
糖
尿
病
や
ス
テ
ロ
イ
ド
で
起
こ
る
併

発
白
内
障
も
あ
り
ま
す
。
軽
度
の
場
合
は
進
行
を
遅
ら
せ
る
点
眼
を
処
方
し
ま
す
が
、
悪

化
す
れ
ば
手
術
が
必
要
で
す
。
手
術
時
期
は
視
力（
普
通
自
動
車
免
許
は
０
．７
以
上
が
必

要
）、
患
者
さ
ん
の
不
便
さ
を
考
え
合
わ
せ
て
決
め
ま
す
。
手
術
は
濁
っ
た
水
晶
体
を
取
り

除
き
、
人
工
水
晶
体（
眼
内
レ
ン
ズ
）に
入
れ
替
え
ま
す
。
局
所
麻
酔
で
20
分
程
の
日
帰
り

手
術
で
す
。
遠
視
や
近
視
な
ど
眼
鏡
の
度
が
強
い
方
は
、
手
術
で
度
を
軽
く
で
き
ま
す
。

遠
近
両
用
の
眼
内
レ
ン
ズ
は
ま
だ
一
般
的
で
は
な
い
た
め
、
術
後
も
老
眼
鏡
は
必
要
で

す
。
免
許
更
新
を
機
会
に
手
術
を
希
望
さ
れ
る
方
も
多
い
の
で
す
が
、
視
力
が
落
ち
着
く

ま
で
に
は
術
後
し
ば
ら
く
か
か
り
ま
す
。
視
力
に
不
安
の
あ
る
方
は
、
早
め
に
眼
科
を
受

診
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

◆
担
当
課　
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
☎
０
９
７
７―

８
４―

３
１
１
１（
内
線
３
６
１
）

目
の
病
気
の
ご
紹
介
❷

ゆ
ふ
健
康
情
報

　日本脳炎の予防接種については、平成17年から積極的勧奨を差し控えていましたが、平成22年度から
第１期の標準年齢(３歳～４歳未満)において接種の積極的勧奨が再開されました。また、第２期(９歳～
13歳のお誕生日前々日まで)の方についても接種ができるようになりました。
　日本脳炎は、ブタなどの動物の体内で増殖された日本脳炎ウイルスがそのブタを刺した蚊を媒介とし
て人に感染する病気です。そのため、蚊の動きが活発になる夏は特に注意が必要です。 
　感染すると100～1,000人に１人の程度で発病し、数日間の高熱、頭痛、嘔吐などに引き続き、光への
過敏症、意識障害、神経系障害などを生じ、死亡したり後遺症が残ることがあります。
　これからの季節、蚊も多くなりますので、接種をまだ受けていない方は、早めに受けましょう。

●特例措置の対象者
　平成22年３月31日までに、第１期初回３回接種を完了していない方で
９歳～13歳未満の方は第１期未接種の回数が接種できます。
　特に、平成23年度９歳、10歳になる方で第１期の接種が全て終わって
いない方は接種をお願いします。
※ご不明な点はお問い合わせください。

日本脳炎の予防接種を受けましょう

日
本
脳
炎

対 象 者 標準的な接種期間 回数
1期初回 生後６ヵ月～７歳半未満 ３歳～４歳未満 ２回

1期追加 生後６ヵ月～７歳半未満
(１期初回終了後おおむね１年あける) ４歳～５歳未満 １回

2期 ９歳～13歳未満 ９歳～10歳未満 １回

●問い合わせ　健康増進課(湯布院庁舎) ☎0977-84-3111(内線382)
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健
康
で
活
力
の
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
80
歳
で
20
本
自
分
の
歯

を
保
つ
こ
と
が
、
健
康
の
保
持
増
進
に
と
て
も
重
要
で
す
。
由
布
市
で
は

８
０
２
０
運
動
を
推
進
す
る
た
め
に
高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
3
月
31
日
現
在
80
歳
以
上(

昭
和
6
年
3
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方)
で
、
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
お
持
ち
の

方
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
応
募
期
限　

5
月
20
日
㈮   

◆
審
査
・
表
彰
式

　

日
時
：
6
月
4
日
㈯

　

場
所
：
由
布
市
役
所 

庄
内
庁
舎
1
階
保
健
セ
ン
タ
ー

　

※
応
募
者
に
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　

☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
３
６
１
）

平
成
23
年
度 

高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

対象者
募集

じょうぶな歯
　健康づくりの　第一歩

　

挾
間
健
康
セ
ン
タ
ー
前
で
子
ど
も
服
の
交
換
会
「
く
る
く

る
リ
サ
イ
ク
ル
in
挾
間
」
を
開
催
し
ま
す
。
小
さ
い
お
子
さ

ん
が
い
る
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
不
要
に
な
っ
た
子
ど
も
服
の
提
供
も
同
時
に
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
収
集
日　

5
月
16
日
㈪
〜　
　

●
開
催
日　

6
月
中

●
場
所　

は
さ
ま
未
来
館
1
階 

健
康
セ
ン
タ
ー

●
お
願
い　

洗
濯
で
き
る
も
の
は
き
れ
い
に
し
て
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

名
前
入
り
の
洋
服
は
マ
ジ
ッ
ク
等
で
名
前
を
消
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
次
回
は
11
月
と
3
月
に
開
催
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

挾
間
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
１
（
内
線
２
１
２
５
）

く
る
く
る
リ
サ
イ
ク
ル
を
開
催
し
ま
す
！

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日

(

昭
和
24
年
6
月
1
日)

を
記
念
し
て
、

毎
年
6
月
1
日
を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

 

「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
る
21

世
紀
に
入
っ
て
す
で
に
10
年
近
く
が

経
過
し
て
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
に

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
が
山
積
す
る

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
21
世
紀
が

「
人
権
の
世
紀
」
で
あ
る
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
思
い
起
こ
し
、
国
民
一
人

一
人
が
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
正
し
く
認
識
し
、
他
人
の
人

権
に
も
十
分
配
慮
し
た
行
動
が
と
れ

る
よ
う
、
本
年
度
は
啓
発
活
動
重
点

目
標
を
「
み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権

の
世
紀 

〜
考
え
よ
う 

相
手
の
気
持

ち 

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心
〜
」

と
定
め
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
由
布
市
内
に
は
、
由
布
市
長
か
ら

推
薦
さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
人
権
擁
護
委
員
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
困
っ
て
い
る
こ
と
や
悩
み
ご
と

な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

人
権
擁
護
委
員
の
ご
紹
介

挾
間
町

豊
岡 

陽
子

梅
野 

悦
子

平
野 

薫
則

庄
内
町

篠
田 

安
則

半
澤 

秀
則

湯
布
院
町

峯 

浩
昭

岩
尾 

豊
文

大
島 

喜
久
枝

人
権
擁
護
委
員
の
日

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

◆
日
時

　
6
月
1
日
㈬

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

◆
場
所

　
市
役
所
庄
内
庁
舎
3
階

　
第
6
会
議
室

問
い
合
わ
せ

　
人
権
・
同
和
対
策
課(

庄
内
庁
舎)

　
☎
０
９
７―

５
８
２―

１
１
１
１

 

（
内
線
３
１
２
）
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フラワーサポーター募集

●申込先・問い合わせ 環境課(湯布院庁舎)　　 ☎0977-84-3111（内線521・522）
地域振興課(挾間庁舎)　 ☎097-583-1111（内線1223）
地域振興課(庄内庁舎)　 ☎097-582-1111（内線117）
地域振興課(湯布院庁舎) ☎0977-84-3111（内線216）

由布市をみんなで花いっぱいに！
　由布市では、市全体で「コスモスロード
づくり」や「菜の花ロードづくり」をはじ
めとした“花いっぱい運動”を展開してい
ます。
　昨シーズンも、多くの市民の皆さんの多
大なるご協力をもちまして、市内のいたる
ところで美しいコスモスや菜の花を咲かせることができました。  
　そして今年も昨年同様、花いっぱい運動を展開して植える人も通る人も心を和ませ、感動と元気
が出るような由布市づくりを進めたいと思っています。
　そこで、市内の道路の路肩や植込み、公園、公民館、休耕田などにコスモスや菜の花を咲かせて
くださるフラワーサポーターを募集します。自治区、老人会、企業、学校、愛好家グループなどの
団体で、植えたい場所などがありましたらぜひご応募ください。
※コスモスや菜の花の種の無料配布を希望される場合、フラワーサポーターの登録が必要です。
※ご登録済の団体については応募不要です。

◆日時　平成24年１月８日㈰
　　　　午前11時～（受付は午前10時～）
◆場所　はさま未来館「文化ホール」
◆対象　平成３年４月２日から平成４年４月１日

までに生まれた方
◆問い合わせ　由布市教育委員会 生涯学習課
　　　　　　　☎0977-84-3111（内線225）
※成人式の実行委員を募集します。詳細は、次号
の市報でお知らせする予定です。

平成24年
由布市成人式のお知らせ

▲コスモス写真 ▲春色コレクション

▲昨年の成人式の様子

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
毎
年
、
緑
の
募
金
事
業
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
平
成
21
年
度
の
由
布
市
の
募
金
実

績
は
９
７
万
１
，
３
１
７
円
で
し
た
。
そ
の
中
か
ら
由

布
市
へ
５
３
万
４
，
０
０
０
円
が
交
付
さ
れ
、
平
成
22

年
度
は
城
ヶ
原
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場(

庄
内
町)

の
公
園

や
プ
ー
ル
周
辺
に
「
コ
ブ
シ
」
や
「
サ
ル
ス
ベ
リ
」
を

植
樹
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
を
大
切
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
由
布
市
の
森
林
の
整
備
や
環
境
緑
化
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

農
政
課
耕
地
林
業
水
産
係

　

☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
５
）

緑
豊
か
な
由
布
市
へ
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あなたの家は大丈夫ですか?あなたの家は大丈夫ですか?
● 申込先・問い合わせ ●

建設課用地管理係　☎097-583-1111☎097-583-1111(内線1125)

木造住宅の耐震診断費用を木造住宅の耐震診断費用を
補助します補助します

木造住宅の耐震改修費用を木造住宅の耐震改修費用を
補助します補助します

　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
は
、
現

在
の
耐
震
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
県
が

登
録
し
た
専
門
家

（※1）
の
耐
震
診
断
を
受
け
、
自
宅
の
耐
震
性
能

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
耐
震
診
断
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

※
1 http

://w
w
w
.p
ref.oita.jp

/18500/taishin/shinnd
anhojo.

htm
l

「
受
講
登
録
者
」

●●
対
象　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
一
戸

建
て
住
宅（
一
定
の
条
件
を
満
た
す
建
築
物
）

●●
補
助
金
額　

か
か
っ
た
費
用
の
２
／
３
か
つ
上
限
3
万
円

●●
募
集
戸
数　

5
戸

※
第
1
次
申
込
期
期
限
に
6
戸
以
上
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

　

第
2
次
申
込
期
限
内
に
お
い
て
は
申
し
込
み
順
と
し
ま
す
。

●●
申
込
期
限　

第
1
次
：
6
月
30
日
㈭

　
　
　
　
　
　

第
2
次
：
12
月
20
日
㈫

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
の
費
用
の
一
部
を
市
が
補
助
し

ま
す
。

●●
対
象　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
一
戸

建
て
住
宅（
一
定
の
条
件
を
満
た
す
建
築
物
）で
、
耐

震
診
断
の
結
果
、
評
点
が
１
．０
未
満
で
あ
る
も
の

●●
補
助
金
額　

か
か
っ
た
費
用
の
１
／
２
か
つ
上
限
60
万
円

●●
募
集
戸
数  　

3
戸

※
第
1
次
申
込
期
限
内
に
4
戸
以
上
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

　

第
2
次
申
込
期
限
内
に
お
い
て
は
申
し
込
み
順
と
し
ま
す
。

●●
申
込
期
限　

第
1
次
：
７
月
29
日
㈮

　
　
　
　
　
　

第
2
次
：
12
月
20
日
㈫

　

4
月
26
日
、
由
布
市
と
イ
オ
ン
株
式
会

社
が
地
域
貢
献
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
の
協
定
は
、
由
布
市
と
イ
オ
ン
の

双
方
が
持
つ
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
由

布
市
の
一
層
の
活
性
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
目

的
と
し
地
産
地
消
の
推
進
、
環
境
保
全
、

観
光
振
興
な
ど
11
項
目
に
つ
い
て
協
定
を

結
ぶ
も
の
で
す
。
首
藤
市
長
は
「
由
布
市

の
観
光
や
農
業
、
防
災
、
教
育
の
さ
ら
な

る
推
進
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
変
あ

り
が
た
く
思
い
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
イ
オ
ン
九
州
株
式
会
社
の
岡

澤
社
長
は
「
地
域
社
会
に
貢
献
で
き

る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

由
布
市
の
資
源
を
活
用
し
、
観
光
や

農
業
な
ど
活
性
化
に
役
に
立
て
て
い

き
た
い
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

イ
オ
ン
株
式
会
社
は
、
こ
れ
ま
で

由
布
院
温
泉
旅
館
組
合
と
連
携
し
発

行
し
て
い
た
「
ゆ
ふ
い
ん
湯
歩
Ｗ
Ａ

Ｏ
Ｎ
」
を
、
地
域
貢
献
に
活
用
で
き

る
カ
ー
ド
へ
と
進
化
さ
せ
、
「
由
布

市
み
ら
い
ふ
る
さ
と
基
金
」
に
カ
ー

ド
利
用
額
の
０
．
１
％
を
寄
付
し
、

自
然
環
境
保
全
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
全
国
の
イ
オ
ン
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
由
布
市
の
特
産
品
の
販
売
や
観
光
Ｐ

Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
に

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
に▲「地域社会に貢献したい」と岡澤社長(左)
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挾
間
町
の
陣
屋
市
場(

小
野
恵
美
子
組
合
長)

が
今
年
で
20
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
3
年
に
同
町
挾
間
に
オ
ー
プ
ン
し
、
農
産

物
の
販
売
を
は
じ
め
、
食
事
が
で
き
る
食
堂
を
併
設
。
ま
ん
じ
ゅ

う
や
だ
ん
ご
汁
な
ど
は
、
市
内
外
の
多
く
の
方
か
ら
好
評
を
得
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
3
月
に
は
、
県
中
部
振
興
局
ら
の
指
示
を

受
け
て
、
商
品
の
陳
列
を
見
直
す
な
ど
店
舗
内
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。

　

4
月
29
日
に
は
、
20
周
年
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
、
市
関
係
者
や
Ｊ
Ａ
な
ど
多
く
の
来
賓

が
出
席
し
ま
し
た
。
小
野
組
合
長
は
、「
売
上

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
、
新
し
い
陣
屋
市
場
で
従

業
員
全
員
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
、
首
藤
市
長
か
ら
「
力
を
合

わ
せ
、
20
年
も
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
誇

り
。
市
も
地
産
地
消
を
推
進
し
て
い
る
の
で
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
激
励
の
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

市政だより市政だより

イノシシ被害に困っていませんか?

電気柵設置費の電気柵設置費の
　一部を補助します！　一部を補助します！

　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
林
産
物
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
電

気
柵
を
設
置
す
る
農
林
業
者
に
対
し
、
設
置
す
る
経
費
を
県
と
市
が

補
助
す
る
事
業
で
す
。
希
望
者
は
、
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
補
助
対
象

■
補
助
対
象

由
布
市
に
住
所
が
あ
り
、
今
年
度
購
入
予
定
の
方
。

電
気
柵
1
セ
ッ
ト（
１
，０
０
０
m
以
上
設
置
し
、
６
３
，０
０
０
円

以
上
）
の
設
置
費
２
／
３
を
補
助
し
ま
す
。
（
補
助
額
は
４
２
，０

０
０
円
に
な
り
ま
す
。
）

■
受
付
期
間

■
受
付
期
間

66
月月
11
日
㈬
〜

日
㈬
〜
66
月月
2020
日
㈪
日
㈪
ま
で

■
申
込
方
法

■
申
込
方
法

左
記
の
窓
口
に
電
話
ま
た
は
直
接
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

挾
間
町
内
の
方
●●
農
政
課(

挾
間
庁
舎)

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
７

☎
０
９
７

－－

５
８
３

５
８
３

－－

１
１
１
１

１
１
１
１

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  

（
内
線
１
３
３
２
）

庄
内
町
内
の
方
●●
地
域
振
興
課
農
林
係(

庄
内
庁
舎)

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
７

☎
０
９
７

－－

５
８
２

５
８
２

－－

１
１
１
１

１
１
１
１

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  

（
内
線
１
２
３
）

湯
布
院
町
内
の
方
●●
地
域
振
興
課
農
林
係(

湯
布
院
庁
舎)

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
７
７

☎
０
９
７
７

－－

８
４
８
４

－－

３
１
１
１

３
１
１
１

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  

（
内
線
２
１
４
）

※
抽
選
は
過
去
に
補
助
を
受
け
て
い
な
い
新
規
申
込
者
を
優
先
し

ま
す
。
ま
た
、
募
集
枠
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
随
時
受
付

け
（
先
着
順
）
を
行
い
、
募
集
枠
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ありがとう20周年

▲記念式典当日は、先着200人に紅
白まんじゅうが配られました。また、
食堂では特別限定メニューも登場。

▲リニューアルされた陣屋市場。お客さんにも好評です！

陣
屋
市
場
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！
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ちびっこ広場
 (9:30～11:30 挾間健康センター)

　　　5月13日、5月20日、5月27日
　　　6月 3日、6月10日、6月17日

５月18日㈬ １歳６ヵ月児健診
(13:00～ ゆふいん子育て支援センター）

５月26日㈭ 10～11ヵ月児健診
(13:00～ ゆふいん子育て支援センター）

６月16日㈭ ３歳児健診
(13:00～ ゆふいん子育て支援センター）

健健 康 カカ レ ンン ダ ーー

挾 間

庄 内

湯布院

５月25日㈬ ４～５ヵ月児健診
(13:30～ 挾間健康センター)

６月 9日㈭ ３歳児健診
(13:30～ 挾間健康センター)

５月13日㈮ 幼児健診
(13:15～ 庄内保健センター)

５月27日㈮ 幼児健診
(13:15～ 庄内保健センター)

休日在宅当番医

●内科・外科医

5/15 宮崎医院(庄内)
☎097-582-0345

5/22 何松内科循環器科(挾間)
☎097-583-1131

5/29 秋吉医院(湯布院)
☎0977-86-2241

6/ 5 森本整形外科クリニック(挾間)
☎097-586-3700

6/12 おざきホームケアクリニック(庄内)
☎097-582-0013

6/19 佐藤医院(庄内)
☎097-582-3131

●歯科医

6/12 吉村歯科クリニック(挾間)
☎097-586-3081

教えて! 甲斐指導員
春野菜の生育は順調でしょうか？家庭菜園でもできる今月の
春野菜の栽培管理とワンポイントアドバイスをします。

◆
問
い
合
わ
せ　

農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）

　

☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
９
）

市政だより市政だより

ナ
ス

　

ナ
ス
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
に
は
、
花
の
つ
く
位
置
や

葉
数
、
花
の
形
な
ど
で
判
断
で
き
ま
す
。
特
に
、
雌
し
べ

（
花
柱
）
が
雄
し
べ
よ
り
短
い
と
、
ほ
と
ん
ど
落
花
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
状
態
の
場
合
は
、
ま
ず
果
実
を
若
取
り
し
て
、
株
の
負
担
を
軽
く
す

る
こ
と
で
す
。
同
時
に
追
肥
で
栄
養
を
補
給
し
、
通
路
付
近
の
根
が
伸
び

る
場
所
の
通
気
を
良
く
し
、
乾
い
て
い
た
ら
か
ん
水
を
し
ま
す
。
ナ
ス
は

肥
料
や
水
を
や
れ
ば
や
っ
た
だ
け
吸
収
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
す
れ
ば
草
勢
が
回
復
し
、
咲
い
た
花
の
上
部
に
4
〜
5
枚
以
上
の
葉
が

つ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
健
全
な
花
が
多
く
咲
け
ば
果
実
の
太
り
も
早
ま

り
、
色
つ
や
の
良
い
果
実
が
た
く
さ
ん
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

ト
マ
ト

　

ト
マ
ト
は
ま
ず
確
実
に
着
果
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
か

ら
、
実
が
つ
き
肥
大
を
確
認
す
る
ま
で
は
肥
料
は
や
り
ま
せ

ん
。
花
の
勢
い
が
弱
い
と
花
粉
が
少
な
く
着
果
し
に
く
い
の
で
、
開
花
時

に
振
動
さ
せ
た
り
、
着
果
ホ
ル
モ
ン
を
散
布
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。

　

着
果
し
、
大
き
さ
が
ピ
ン
ポ
ン
球
く
ら
い
に
な
っ
た
と
き
に
初
め
て
第

1
回
の
追
肥
を
し
ま
す
。
2
段
目
、
3
段
目
の
実
も
同
様
の
時
期
に
追
肥

を
行
い
ま
す
。キ

ュ
ウ
リ

　

乾
燥
や
肥
料
切
れ
は
キ
ュ
ウ
リ
の
生
育
を
弱
め
、
尻
太
り

果
や
曲
が
り
果
を
増
大
さ
せ
る
最
大
の
原
因
で
す
。
こ
れ
を

防
ぐ
た
め
に
、
定
期
的
な
追
肥
と
水
や
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
追
肥
は
植

え
付
け
後
、
半
月
お
き
を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。
果
実
の
ほ
と
ん
ど
が
水

で
で
き
て
い
る
キ
ュ
ウ
リ
は
、
定
期
的
に
水
や
り
す
る
こ
と
で
栽
培
が
安

定
し
収
量
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

オ
ク
ラ

　

オ
ク
ラ
は
高
温
性
で
す
。「
植
え
た
け
ど
、
伸
び
ず
枯
れ

た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
の
は
、
早
く
植
え
過
ぎ
た
り
、

苗
が
低
温
に
遭
う
こ
と
で
起
こ
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。
水
不
足
と
勘
違

い
し
て
水
を
や
り
過
ぎ
る
と
、
地
温
が
下
が
っ
て
過
湿
で
立
枯
れ
病
な
ど

が
発
生
し
、
失
敗
を
助
長
し
て
し
ま
い
ま
す
。
葉
が
込
み
過
ぎ
た
ら
摘
み

取
っ
て
風
通
し
を
良
く
す
る
こ
と
で
す
。
花
の
咲
く
位
置
が
高
く
、
花
か

ら
上
の
葉
数
が
少
な
い
の
は
栄
養
不
足
の
状
態
で
す
。
そ
の
場
合
は
、
思

い
切
っ
て
実
を
若
取
り
し
、
株
間
や
通
路
に
追
肥
し
ま
す
。
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今月の税／料
● 軽自動車税   全期分
● 入湯税   ５月期分（４月分）

納期限　平成23年５月31日㈫

大分エコライフプラザ情報
● 再生家具・自転車の抽選会
～再生した家具・自転車を

無料でお譲りします～
申込期限●６月５日㈰ 正午まで
　大分エコライフプラザにて随時受付をし
ています。当選時の持ち帰りは各自で行っ
てください。
抽選日時●６月５日㈰ 12：30～
※フリーマーケットも同時開催。出店希望
の申込締切日は５月20日㈮です。

問い合わせ●大分エコライフプラザ
　　　　　☎097-588-1410

おしえて !
国民年金

　国民年金保険料の納め忘れはありませんか?
「忙しくて…」、「つい、うっかり…」といった
理由でも保険料の納め忘れがあると、将来受け
取る老齢基礎年金額が減額されたり、受けられ
なくなったりします。また、万が一の時の障害
基礎年金や遺族基礎年金が受けられなくなる場
合があります。そこで、国民年金保険料の納付
には、便利で安心、確実な口座振替をおすすめ
します。
　口座振替は、全国の銀行・郵便局・農協・漁
協・信用金庫・信用組合・労働金庫で利用でき
ます。申し込みの際は、市役所・年金事務所や
金融機関に備え付けの申出書に必要な事項を記
入して、口座振替を希望される金融機関等の窓
口に提出してください。

国民年金保険料の納付は
便利・安心・確実な口座振替で !

●問い合わせ
　保険課国保年金係　☎0977-84-3111（内線330）
　大分年金事務所　　☎097-552-1211

市政だより市政だより

〔コミュニティバス〕
　総務部 総合政策課
〔スクールバス〕
　教育委員会 教育総務課
〔由布高スクールバス〕
　教育委員会 中高一貫教育推進課

　中学校行事に伴い、
スクールバス復路便の
時間を変更して運行す
るため、次の便は運休および変更となります。ご利用の
際はお間違えのないようご利用ください。

変 更 便
変更日 6/7 ㈫

変更内容 スクールバス各コースの帰り第 1便の発車時刻が
下記のとおり変更になります。

コース名 始発バス停
発車時刻

変更前
変更後

水曜日以外 水曜日

湯平コース 由布院駅前バスセンター 16：37 15：37 ⇒ 12：52
塚原コース 湯布院中学校 16：40 15：15 ⇒ 13：00
阿蘇野コース 小野屋駅前 16：26 15：26 ⇒ 13：06
大津留コース 庄内庁舎 16：32 15：32 ⇒ 13：12
朴木コース 挾間中学校 17：00 15：50 ⇒ 13：10
石城コース 庄内庁舎 16：33 15：33 ⇒ 12：53

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

☎097-582-1111（内線226）

☎0977-84-3111（内線235）

☎0977-84-3111（内線202）

運 休 便
運休日 コース名 運休内容

6/7
㈫

シャトルバス
由布院駅前バスセンター13:45 発、
大学病院 13:55 発、
庄内庁舎 14:25 発の各便

塚 原 線 由布院駅前バスセンター12:50 発の便

＊運休と変更のお知らせ＊

お詫びと訂正
　4月20日、今年度の固定資産税納税通知書を対象者
に送付しましたが、第２期の納期限の期日が誤ってい
ましたのでお知らせします。正しい納期限は平成23
年８月１日です。訂正の上、お詫び申し上げます。
税務課資産税係 ☎097-582-1111（内線139・141）

商工会加入のご案内

　商工会は、地域における唯一の総合経済団体
として、商工業者の方の金融、経営、労務、税
務等に関してのあらゆる相談にお応えしていま
す。
　また、まちの美化や地域イベントなど福祉活
動、地域活動にも積極的に取り組んでいます。
 由布市内において、引き続き６ヵ月以上営業
所、事務所、工場または事業場を有する商工業
者の方であればどなたでも加入できますので、
加入手続き等については、各所在地の商工会ま
でお問い合わせください。

挾間町商工会　　☎097-583-0235
庄内町商工会　　☎097-582-0094
湯布院町商工会　☎0977-84-2445

●問い合わせ

商工会は地域を育む
みんなのパートナー 

５月の年金無料相談会
　◆日時　５月20日㈮ 午前10時～午後3時
　◆場所　挾間町商工会館
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　由布市の情報発信番組「ゆ
ふばん！」をご存じですか?
由布市のイベント情報やお知
らせをはじめ、オススメグル
メや観光スポットなどを毎週
ご紹介しています。
http://www.e-obs.com/blog/yufuban/
　番組ホームページも開設しましたので、ぜ
ひご覧ください。週末土曜日の午後はOBS
ラジオをぜひよろしくお願いします。
■放送日時
　毎週土曜日 午後１時～午後１時55分

OBSラジオ「ゆふばん！」
好評放送中！

まるんちゃん♪

◎取り上げてほしい話題等がありましたら、
総務課秘書広報係（☎097-582-111
　1）までご連絡ください。
◎市役所各庁舎内にリクエストBOXを設
置しました。どなたでもリクエストでき
ますので、ぜひお気に入りの曲をリクエ
ストしてください♪

　みなさんはじめまして。４月より新しく広報の担当となり
ました。毎日が目まぐるしく過ぎ、この新しい生活にも少し
ずつ慣れてきました。初めての連
続で緊張しっぱなしでしたが、こ
うやって自分の書いた記事が広報
誌になることにうれしさと達成感
を感じました。これからもこの感
動を忘れず、皆さんの声をお届け
していきたいと思います。よろし
くお願いします。(お)

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
。

　

若
葉
が
目
に
染
み
る
良
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
本
誌
が
発
行
さ
れ
る
時
に
は
、

す
で
に
「
母
の
日
」
が
過
ぎ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
…
。

　
「
5
月
の
第
2
日
曜
日
、母
を
亡
く
し
た
も
の
は
白
、母
が
健
在
の
も
の
は
赤
の
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
胸
に
飾
り
、
母
に
花
束
を
贈
っ
て
常
日
ご
ろ
の
苦
労
を
慰
め
、
母
の

愛
を
讃
え
て
感
謝
す
る
日
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
ご
ろ
は
感
謝
の

仕
方
も
ご
馳
走
し
た
り
、
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
り
と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
も
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。

　

私
に
は
、
も
う
母
は
い
ま
せ
ん
。
生
き
て
い
る
時
に
も
っ
と
も
っ
と
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。
照
れ
く
さ
く
て
、言
葉
で
言
え
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
悔
や
ま
れ

て
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
年
に
な
っ
て
本
当
に
申
し
訳
な
い
と
思
う
ば
か
り
で
す
。
幼

稚
だ
っ
た
自
分
を
情
け
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

詩
人
の
八
木
重
吉(

１
８
９
８
〜
１
９
２
７)

は
、
お
母
さ
ん
が
妻
に
好
意
的
で
な

か
っ
た
た
め
に
故
郷
に
は
あ
ま
り
帰
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
母
の
こ
と
を
い
つ

も
思
っ
て
こ
ん
な
詩
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
　

母
を
お
も
う

　
　

け
し
き
が

　
　

あ
か
る
く
な
っ
て
き
た

　
　

母
を
つ
れ
て

　
　

て
く
て
く
あ
る
き
た
く
な
っ
た

　
　

母
は
き
っ
と

　
　

重
吉
よ
重
吉
よ
と
い
く
ど
で
も
は
な
し
か
け
る
だ
ろ
う

　
〝
由
布
市
の
お
母
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
感
謝
さ
れ
る
お
母
さ
ん
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

そ
し
て
皆
さ
ん
、
母
親
に
は
こ
と
ば
で
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て

素
直
に
ネ
。〞 市

長
です
No.

64

こんにち
は

文
・
首
藤 

奉
文

▲4月29日に黒岳の山開き
が行われました。いよいよ
シーズン到来です！

キ★ラ★リ★編★集キ★ラ★リ★編★集

由布市役所総務部総務課
〒879-5498
由布市庄内町柿原302番地 
TEL.097-582-1111
FAX.097-582-3971
http://www.city.yufu.oita.jp/

印刷：株式会社インタープリンツ

人 の 動 き

５月1日現在 （　 ）は前月比

発 行 元

『ふるさとアルバム』市報ゆふ
　由布市の広報誌は前半と後半の２部構成。前半の
「市報ゆふ」は市からのお知らせが中心で、
後半の「YUFUcity情報広場」は市内のイ
ベントや話題などを中心に掲載していま
す。これからも皆さんに愛される“身近な
情報誌”を目指します。 お

総人口   36,306人

男   17,301人

女   19,005人

世帯数   15,156戸

（＋10）

（－8）

（＋18）

（＋36）

▲初めて撮った写真です。この
気持ちを忘れないように頑張
りたいと思います。

市政だより市政だより

◀㉑2011.５ 市報ゆふ
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まちのスポットライト
ハッピーバースデー／由布高News
まちかどズームアップ
由布市文化財探訪
公民館からの学習情報
DEAR 図書館だより
みんなのひろば／読者の声

ゆふ

新・由布市キャンペーンレディ
左が清家さん、右が森山さん

（City 情報広場 4 ページに関連記事を掲載）

City情報広場



このコーナーは
「元気な人とまち」を応援するために

シリーズで掲載しています。

vol.53
　塚原に新しい顔が誕生しました。このたび、塚
原高原観光協会の運営による塚原高原観光案内所
が完成しました。同案内所は塚原の情報発信や地
域の交流拠点としての役割が期待されています。
３月15日には、見学会が行われ、多くの関係者
らが新しい案内所を見学しました。
　外観と内観はヨーロッパの建築を思わせるよう
なデザインとなっており、塚原を拠点に活躍する
デザイナー、堀江洋一郎さんが手がけたものです。
また、壁などは協会員が協力して塗装を行い、手
作り感あふれる温かい雰囲気の観光案内所になり
ました。
　当協会の藤沢桂子会長は「情報発信の拠点とし
てだけでなく、地域の交流の場としての役割を
担っていきたい。また、地域の方々あっての塚
原です。自分たちの住んでいる土地に誇りを持ち、
地域のつながりを深め、塚原をもっと盛り上げて
いきたい。」と熱い思いを話していました。今後、
同観光案内所では塚原で作られた農作物の販売や、
農作物を加工したものを塚原ブランドとして売り
出していきたいとのこと。また、事務局の岩屋浩
理さんは、今後の抱負として「泊まりに来られた
お客さんに、飲み物や食べ物、スイーツなどを販
売してさらなる充実を図りたい。」と話していま
した。この他にも、‘おしゃれな農業’を目指し
て、塚原の自然を満喫できるような開放的なキッ
チンスペースを作ったり、地元の農作物を使った
料理教室の開催を計画し
たりするなど、さまざま
なアイディアを持ってい
る様子でした。今後も塚
原から目が離せません。

塚原の情報発信拠点へ

▲塚原の観光を熱く語る藤澤会長(右)
と岩屋さん(左)

第5回 MONO2めぐり
　５月20日㈮～５月29日㈰まで第５回MONO2めぐりが開
催されます。女流画家狩野英子さんのスケッチ大会を始め、
さまざまな催しが企画されています。ぜひお越しください。
問い合わせ　塚原高原観光協会 ☎0977－85－2254

▲おしゃれな内装

▲塚原の玄関口に立地。気軽にお立
ち寄りください。▲レンタサイクルでエコ推進！

▶②2011.５ City情報広場



　４月から観光コースが新設され、授業がはじまりました。大分県では初めてのコースということもあり、テレビ大分の
取材が入りました。２年次から始まる学校設定科目「観光学Ⅰ」の授業風景を撮影しました。また、授業終了後に女子２
人の生徒がインタビューを受け、観光コースを選んだ理由などを尋ねられていました。これからも「観光コース」には定
期的に取材が入るということです。５月９日㈪には、由布院観光総合事務所前事務局長の米田誠司さんをお迎えして講演
会を実施します。今後とも、応援をよろしくお願いします。

　４月12日㈫、由布高校体育館で平成23年度の入学
式が行われました。うれしいことに、昨年に引き続き
５クラスでスタートしました。(今年度も定員は４クラス160人ですが、５クラスに
編成し直し、全員にきめ細やかな教育ができるようにしました。)
　入学式では石井忠幸PTA会長、江藤清志同窓会会長、首藤奉文由布市長から祝辞を
いただきました。昨年よりパワフルになった吹奏楽部の演奏によって、国歌・校歌を
斉唱しました。
　４月20日㈬～22日㈮には大分県立九重青少年の家で教育合宿が行われました。山
登りなどのさまざな体験を通じて、これからの高校生活に必要な生活習慣や学習習慣
を身につけ、仲間作りができました。新１年生の今後の活躍が楽しみです。

新入生を迎えました！ ～平成23年度入学式～

お知らせ

由布高
News

No.31由布高校の最新情報は、HP( ホームページ )で提供しています。
ぜひ、インターネットにアクセスしてください。

アドレス   h t tp : / /yu fu -h .o i ta -ed . j p / 検  索

由
布 高

5月 9日㈪   全校朝礼・服装頭髪検査、観光コース米田誠司氏による講演会
5月11日㈬   文字力テスト
5月12日㈭   内科検診
5月13日㈮   生徒会議案書審議・大掃除
5月14日㈯   PTA総会
5月20日㈮   生徒総会

観光コースがスタートしました～ ～TOSがやって来た～

中間考査
5月24日㈫～26日㈭

ハッピー バースデーバースデーハッピー
あ な た が 生 ま れ た 大 切 な 日

5月 ＊５月の誕生花＊
スズラン・カーネーション など

※お誕生日コーナーにお子さんの写真を掲載したい保護者の方は、事前に総務課（☎097－582－1111 内線206）へ電話でお申
し込みください。対象は３歳以下で、市報ゆふのお誕生日コーナーに掲載されたことがない方とします（先着順）。

阿
あ な み

南 雄
ゆ う と

大くん
平成21年5月30日生 湯布院町川北

大
おおいし

石 楓
ふ う た

太くん
平成22年5月19日生 挾間町古野

大
おお た に

谷 心
こ こ な

菜ちゃん
平成21年5月16日生 湯布院町川上

庄
しょうの

野 晴
は る と

登くん
平成22年5月22日生 庄内町五ヶ瀬

2 才のお誕生日
おめでとう !!

いつも君の笑顔に
いやされています。
これからも元気に
成長してね。

歩けるのが楽しくて
ケガばっかりしてるはるくん。
お誕生日、おめでとう。
これからも、お姉ちゃん、
お兄ちゃんと仲良く

遊んでね。

1年前にパパ&ママの
ところに生まれてきてくれて
ありがとう。これからも
元気なふうちゃんでいて
ください。いつも笑顔を

ありがとねっ。

2歳の
お誕生日おめでとう♡
しっかり者で気配り上手な

ここちゃん　
これからもみんなに愛される
ここちゃんでいてね♡

2011.５③▶City情報広場



まちかどまちかど プッアムズ～ズ～ムアップズ～ムアップ

黒岳山開きとシャクナゲ鑑賞登山到 来

小さな親切運動感 謝

温泉の恵みに感謝の気持ちを込めて温もり
４月１７日、「ゆふいん温泉献湯祭」がＪＲ由布院駅前広場にて開催されました。東日本大震災

を受けて、今年は献湯祭とキャンペーンレディ発表会のみの開催となりました。首藤奉文市長が日ごろの
温泉の恵みへの感謝の気持ちを表し、「震災の影響で全国
の観光地は厳しい状況に置かれておりますが、全国トップ
クラスの人気を誇る温泉地として、この状況下に負けずさ
らに盛り上げていきましょう」とあいさつしました。続い
てキャンペーンレディ発表会では、新しいキャンペーンレ
ディとして清家舞さん（２０）=湯布院・川上と森山真以さん
（２４）=湯布院・川上の２人が紹介されました。２人はこ
れから１年間の活動について「大好きな由布市を全国に向
けてアピールしていきたい。」と抱負を語りました。

４月１０日、「小さな親切」運動挾間町支部主催で
東日本大震災街頭募金活動が挾間町内の各スーパーで行われ
ました。募金は総勢１９人によりイオ
ン挾間店、マルミヤストア挾間店、バ
リューはさま店でそれぞれ行われ、総
額１１万６２８円もの募金が集まりまし
た。義援金はすべて被災地へ送られる
予定です。

４月２９日、庄内町阿蘇野地区のじろそ村キャンプ場で
「第３２回黒岳山開きとシャクナゲ鑑賞登山」が行われました。当
日は地元関係者や来賓、多くの登
山客が訪れ、登山の安全を祈願し
ました。登山客らは無料配布の豚
汁で腹ごしらえをした後、登山や
トレッキングに出かけて、黒岳の
雄大な自然を満喫していました。

▲首藤市長のあいさつ ▲安部亜矢乃さん(中央)、服平祐美さ
ん(右)１年間大変お疲れ様でした！

▲新しいキャンペーンレディの
　森山真以さん(左)と清家舞さん(右)

▲会場には義援金募金箱も設置

▲県外からもシャクナゲ鑑賞登山にやってきました

▶④2011.５ City情報広場



由布市陣屋の村歴史民俗資料館
☎ 097-583-3941
由布市教育委員会 生涯学習課文化振興係
☎ 0977-84-3111（内線225）

問
い
合
わ
せ

　湯布院町川西の川西公民館横にある登り口を上が
っていくと、蹴裂権現社があります。蹴裂権現社の
縁起は宇

う な ぐ ひ め

奈岐日女神社の古文書で伝えられ、次のよ
うな説話があります。
　太古、由布院盆地は周囲の山々に囲まれて満々と
紺
こんぺき

碧の水をたたえ、由布山の姿をきれいに映し出す
大きな湖でした。人々はその周辺のなだらかな斜面
や丘陵に、小さな部落をつくって生活をしていまし
た。ある日、由布山の山霊神の化神である宇奈岐日
女の神が、いつものように力自慢の「権現」を従え
て湖を眺めていましたが、一つの名案を思いつきま
した。そして、権現にむかい「この湖の水をなくせ
ば、底から肥沃な土地が現れ、多くの住民がより豊
かな生活をすることができよう。権現、お前は力
持ちゆえ、岸辺の一部を蹴破って、湖の水を干して
みよ。」と命じます。この大きな任務を受けた権現
は、「これは、権現にとって一生一代の大仕事、あ
らん限りの力を出して、大任を果たしましょう。」
と、湖の周りを一周し、前徳野あたりが湖の壁が一
番薄いことを発見します。

「よし、ここ
ぞ！」と心に
決めて、右足
を高くあげ、
満身の力を
込めて「エイ
ッ！」と気合
もろともに壁
の一角を蹴飛

ばすと、堅い岸辺の山肌も見事に崩れ落ちて、大き
な谷間がぽっかりあいて、湖の水が大川となって流
れはじめます。そして、みるみる減水し湖底が姿を
現して、やがてすばらしい盆地ができあがりました。
日女神は人々を盆地に集め、農耕の技法を教え、里
人たちは教えを守り、五穀を実らせ、由布院盆地は
豊かな平和郷になりました。後に里人達は日女神を
由布院盆地の開拓の恩人として宇奈岐日女神社を創

建します。同時に力持ちの権現のために、蹴破った
谷間を真下に見下ろす位置に、蹴裂権現社をつくっ
て感謝の気持ちをあらわすとともに、永く信仰の対
象として崇拝するようになりました。
　ちなみに、蹴裂権現社へと続く登り口には宇奈岐
日女神社の御旅所があり、この地は「なべくら」と
呼ばれています。

【宇奈岐日女神と権現】
　湯布院町の口頭伝承を編集・著書された阿武豊氏
は、「宇奈岐日女神とは、名前から言って宇奈岐日
女神社の祭神であることは間違いない。この神社は、
元来由布山の山霊神を祭る神社である。つまり、御
神体は由布山そのものである。自然崇拝の原始宗教
時代、由布郷に住む人々が、容姿端正な一際高い由
布山に山霊神がまします、と考えたのは当然のこ
とであろう。やがて由布の郷にも稲作がはじまり、
人々が定着した住居を構えるようになって、部落を
形成し、集団の統率者が出てくるようになる。そ
の初期の偉大な統率者が宇奈岐日女であったと見る
ことができる。そして、住民の祖先崇拝の気持ちと
山霊神を祭る精神が混然一体となって宇奈岐日女神
社が創建されたものであろう。宇奈岐日女の【うな
ぐ】とは、首に物をかけて下げるという意味で、常
に勾玉などで作られた首飾りをしている女神という
ことで集団の統率者に対する呼称だと言える。」と
記述しています。
　権現について同氏は、「蹴裂社の祭神は道臣命と
なっている。(中略)日女神の指示で湖の縁を蹴破っ
た権現は、勇猛大力の道臣命ということになる。権
現とは如来・菩薩が衆生を救うために、人間の世界
に現れた化身を意味する仏教語である。普通名詞で
あるから、筋論から言えば○○権現と名詞を冠する
ことによって固有名詞となる。この伝説では、湖の
縁を蹴破ったので、蹴裂権現と言われている。」と
記しています。なお、阿武豊氏の書には多くの伝承
が掲載されていますので、順次紹介したいと思いま
す。

参考文献:阿武豊『湯布院町の口頭伝承』より

由布市文化財探訪 その.62

今回は湯布院地域の「蹴
けさきごんげんしゃ

裂権現社」について
紹介します

●次回紹介は…
　挾間地域の「高長谷山と陣屋跡」を紹介
します。お楽しみに！

▲蹴裂権現社
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由布市立図書館 特別展示
「しかけ絵本」

　いつもは書庫に保管されてい
る「しかけ絵本」を、５月29日
㈰まで３階カウンター前に展示
しています。子どもも大人も魅
了される「しかけ絵本」の世界
を、ぜひお楽しみください。

6日㈪・13日㈪・20日㈪・27日㈪・
28日㈫

図書館だより

DEAR ディア

vol.68vol.68図書館だより 2011.5

由布市立図書館
庄 内 図 書 館
湯布院図書館

☎097-586-3150
☎097-582-0214
☎0977-84-2604

６月休館日

５月のカレンダー＜３館共通＞ 休館日 http://library.yufu-city.jp/　mail: h_tosho@city.yufu.oita.jp

由布市立図書館由布市立図書館 第３水曜

　５月18日㈬・６月15日㈬
庄内図書館庄内図書館 第３日曜

　５月21日㈯ 読書まつり
　６月19日㈰
湯布院図書館湯布院図書館 第３木曜

　５月19日㈭・６月16日㈭

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

おはなし会

由布市立図書館・湯布院図書館由布市立図書館・湯布院図書館
　火～金 午前10時～午後６時
　土・日 午前10時～午後５時
庄内図書館庄内図書館
　火～日 午前９時～午後５時

開館時間

毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始

休館日(3館共通)

2010年度 年間ベストリーダー  

５月テーマ展示
◇由布市立図書館
   『癒しの素・元気の素 !!』
◇庄内図書館 『家族』
　児童 『伝記』
◇湯布院図書館『親子で共育』
　児童 『家族』

▲図書館クイズの様子

　坂本副館長の後任として、由布市立図書館の副館長に就任
しました佐藤です。図書館準備室のころより、これまで12
年間図書館の仕事に携わってまいりました。
　これからも、図書館スタッフ全員力を合わせて、利用者の
皆さんのあらゆるご要望にお応えすることができる素晴らし
い図書館を目指し努力してまいります。
　どうぞ、よろしくお願いします。

昨年度最も多く読まれた本は？各図書館の利用回数ベスト５を発表します！

由布市立図書館 庄内図書館 湯布院図書館
書  名 作  者 書  名 作  者 書  名 作  者

一
般
書
・
文
学

1Q84 BOOK1 村上 春樹 カッコウの卵は誰のもの 東野 圭吾 1Q84 BOOK3 村上 春樹

1Q84 BOOK3 村上 春樹 小さいおうち 中島 京子 江 姫たちの戦国 上 田淵 久美子

夜行観覧車 湊 かなえ 天地明察 冲方 丁 下流の宴 林 真理子

告白 湊 かなえ 1Q84 BOOK3 村上 春樹 カッコウの卵は誰のもの 東野 圭吾

1Q84 BOOK2 村上 春樹 新参者 東野 圭吾 もし高校野球の女子マネージャーが
ドラッカーの『マネジメント』を読んだら

岩崎 夏海

1Q84 BOOK1 村上 春樹

児
童
書
・
文
学

かいけつゾロリシリーズ 原 ゆたか イラスト子ども俳句 クイズ・学習 炎天寺 殺人レストラン たかい よしかず

ルルとララのシャーベットあんびる やすこ 獣の奏者  1 上橋 菜穂子 かいけつゾロリたべられる!! 原 ゆたか

ちびまる子ちゃん
まる子学校でお腹が痛くなるの巻

さくら ももこ ルルとララのおしゃれクッキー あんびる やすこ 強くてゴメンね 令丈 ヒロ子

はなかっぱとエゴロウ あきやま ただし 獣の奏者  2 上橋 菜穂子 若おかみは小学生！ Part2 令丈 ヒロ子

妖精の家具、おつくりします。あんびる やすこ 鏡のうらがわレストラン たかい よしかず 雲の迷路 三條 星亜

火の玉レストラン たかい よしかず

2010年4月1日～2011年3月31日

　４月23日㈯由布市立図
書館で、「子ども読書の日
限定図書館クイズ」が開催
されました。たくさんの子
どもたちが全問正解を目指
して挑戦し、楽しい一日を
過ごしていました。

子ども読書の日 4月23日㈯

▶⑥2011.５ City情報広場



司
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『夢の国』　美達 大和 著  913.6/ ミ  一般コーナー  
　無期懲役囚が自らの父親をモデルに、戦前に大陸から日本に出稼ぎにきた主人公の激烈かつ波
乱万丈な人生を渾身の力で描いています。嘘を絶対に許さない父親の教育に支配され、躊躇する
ことなく殺人を犯してしまった息子と息子のためには殺人も犯しかねない父親。お読みになる方
は、父子の深い絆に圧倒されることでしょう。この小説デビュー作、ぜひお読みください。 

『抽象画入門 －視点が変わる気付きのテクニック－』
金子 善明 著   H724/カ 郷土資料コーナー
 「抽象画」というと、なんだか難しそうなイメージがありませんか?この本では、抽象画の技法
をオールカラーでわかりやすく解説しています。何気ない日常の風景が、美しい絵画のように思
えてくる一冊です。

『はじめて出会う生命倫理』 
玉井 真理子、大谷 いづみ 編  S490.1/ ハ 健康コーナー
　科学や医療の進歩により「いのち」をめぐる問題は、かつてないほど複雑になっています。今
や、自分自身や家族、友人が直面するかもしれない切実な問題でもあります。米国の放射線被爆
人体実験の記述が衝撃的です。ご一読ください。

『ありあまるごちそう ー世界が飢えていくメカニズムがわかるー』
エルヴィン・ヴァーゲンホーファー、マックス・アナス 共著   611.3/ バ 湾曲コーナー      
　ドキュメンタリー映画「ありあまるごちそう」の書籍版です。食品の通る道が書かれています。
世界では飢餓に苦しむ人々がいる一方で、大量に食品を廃棄しているという矛盾など、私たちが
普段、何気なく口にしている食品に対して考えさせられる一冊です。

『家族新聞』
共同通信社 文 浅田 政志 写真 一般367.3/ カ 庄内図書館
　さまざまな形を持つ実在する日本の「家族」の日常を、写真と文章で新聞のように綴った本で
す。家族の多様性と温かさが心に響きます。紙の質にまでこだわった、本のつくりも面白いです。

『やっぱりしあわせ、パパブタさん』 
アナイス・ヴォージュラード 作・絵 くらし E/ ヤ 湯布院図書館
　子育てを楽しむパパブタさんですが、「もし結婚していなかったら…」って考えることだって
あるのです。世のお父さんたち誰もが経験済みですよね。でもやっぱり、今がいちばん幸せ。男
のロマンを感じるパパの表情が素敵です。 

分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
　
　
　
間

一般 019.5 ヤ 雨の降る日は考える日にしよう

挾　
　
　
　
間

湾曲 188.7 シ 親鸞

一般210.4 ホ 北条氏と鎌倉幕府 湾曲 625カ 果樹ですてきな庭づくり －おしゃれに育てて、食べておいしい－

一般336.4 マ 電話の応答が１時間でマスターできる本 ヤングY361.5 タ 多文化に出会うブックガイド

一般402.9 ニ 日本列島奇跡の大自然(NHKスペシャル) 郷土H290シ 新幹線と観光列車でめぐる九州の旅

一般 537.2 ミ ハイブリッドカーはなぜ走るのか 健康S493.2 シ 健康診断で血圧値が高めの人が読む本

一般 723.1 フ レオナール・フジタ　－私のパリ、私のアトリエ－ くらし593.4 キ きれいに縫えるミシンの基礎

一般 910.2 シ 城山三郎伝　－昭和を生きた気骨の作家－ くらし596.3イ はじめての漬け物と梅干し

一般 911.3 ナ 俳句文法心得帖(NHK俳句) 絵本 E プ プーさんとはちみつ (ディズニーイングリッシュ)－くまのプーさん－

一般 913.6 タ イン・ザ・ルーツ 絵本 E タ たこきちとおぼうさん(PHPにこにこえほん)

一般 913.6 タ リラを揺らす風 児童 400デ できかた図鑑 －なりたち・しくみがよくわかる－

一般 913.6 ホ 贖罪の1オンス 児童 913ミ 花の巫女

一般 913.6 ヤ 純愛モラトリアム 児童 913ヤ てんせいくん

一般 933.7 ジ すばらしい墜落 児童 913ヤ リターン！

趣味娯楽P778.7 ス スタジオジブリの軌跡 児童 933ブ チビ虫マービンは天才画家！

庄　
内

一般 210.6 ハ あの戦争と日本人
庄　
内

一般 913.6 イ 囲碁小町嫁入り七番勝負

一般 336フ マネジメント信仰が会社を滅ぼす 一般 913.6 ヒ 偽憶

一般 751.9 イ 食品サンプルの作りかた、教えます。 一般914.6 ヨ 養老孟司の大言論 1

湯
布
院

一般 778.2 タ 高峰秀子の流儀
湯
布
院

くらし498.5シ 旬の野菜の栄養事典

くらし799.3カ 今日からできるはじめての社交ダンス くらし593.3オ 決定版着物モダンリフォーム

くらし493.4イ 胃腸手術後の人の食事 特色ある 673.3 ザ やさしい接客中国語カタコト会話帳 

新着図書一覧表

しっぽ

むぎ

柳田 邦男

細川 重男

松尾 友子

御堀 直嗣

西尾 典祐

中岡 毅雄

竹内 真

谷村 志穂

保科 昌彦

椰月 美智子

ハ・ジン

半藤 一利

深田 和範

斎藤 明美

笠井 博

河村 一太

田中 教照

島田 和幸

栗田 佐穂子

石澤 清美

工藤 ノリコ

猪郷 久義

三木 聖子

八束 澄子

山口 理

エリース・ブローチ

犬飼 六岐

平山 瑞穂

養老 孟司

吉田 企世子

岡嶋 寿子

趙 怡華

朗

花蓮

眠眠

幸
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教室名称 ①健康料理教室 ②健康体操(3B体操)
教室 ③切り絵教室

日  時
毎月 第３水曜日

午前10時～午後１時
全９回開催

毎月 第２火曜日
午後１時～午後３時

全９回開催

毎月 第３木曜日
午前10時～正午
全９回開催

場  所 調理室 視聴覚室 大会議室

受講料 1,000円／年 1,000円／年 1,000円／年

その他 食材費は受講者負担 なし 道具と教材費は
受講者負担

教室・講座の受講者を募集します。教室・講座の受講者を募集します。

　昨年までの家庭教育講座を少しだけリニューアル。子育ての知恵はもちろんですが、今年度は「カラーセラピー」、「おうちカ
フェ」、「簡単リサイクル」など生活の中でのちょっとした知恵も取り入れていきます。
　どなたでも受講できます。また、就学前のお子さんがいらっしゃる場合は託児も行っていますので、安心して受講できます。
　講座の詳しい内容と実施日は、自治区回覧でお知らせ、または最寄りの公民館にチラシを設置していますのでご覧ください。
　受講人数の制限を設けませんが、託児の受け入れ都合により受付を終了させていただくことがありますので、ご了承ください。
●申込先・問い合わせ　由布市中央公民館　☎0977-84-3111 内線 (562・563)　E-mail  k_cyu@city.yufu.oita.jp
　　　　　　　　　　　(メールの場合は題名に家庭教育受講希望と明記し、氏名、住所、連絡先、託児の有無を記載のこと)

ひ
ろげよう学びの輪

　学び（生涯学習）の拠点である公民館の情
報を、毎月このコーナーで紹介しています。
　あなたに役立つ学びの情報が、きっとあ
ると思います。

問い合わせ
挾間公民館(はさま未来館) ☎097-583-1118
庄内公民館　 ☎097-582-0214
湯布院公民館 ☎0977-84-2604

公民館からの学習情報

vol.25

中央公民館からお知らせ

ステップアップ家庭教育 「きらり輝く☆すこやかライフ」受講者募集ステップアップ家庭教育 「きらり輝く☆すこやかライフ」受講者募集

※以下、①～③共通事項
●開催期間　平成23年６月～平成24年２月
●対象者　由布市在住の方
●定員　各20人
●申込期限　６月３日㈮ 
●申込方法　電話にて湯布院公民館までお申
し込みください。
●決定方法　申込多数の場合は抽選。湯布院
町在住者を優先させていただきます。
●申込先・問い合わせ　湯布院公民館
 （☎0977-84-2604）

●日時　６月～３月毎月第３火曜日 午前９時30分～正午
●対象者　由布市在住の方 20人(申込多数の場合は抽選)
　　　　　５月25日㈬まで庄内公民館まで電話にてお申し込みください。
●申込先・問い合わせ　庄内公民館 ☎097-582-0214

庄内公民館からのお知らせ

ふるさと手作り教室の募集ふるさと手作り教室の募集
●内容　豆腐作りなどの料理や家庭手芸
●受講料　1000円／年
　　　　　道具や食材・教材は受講者負担

　余暇時間の過ごし方に対する関心を深め、教養と学びの輪
を広げるとともに、豊かな経験と知識を生かしながら、日常
生活の中で「自らの健康は自ら守る」を実践し、健康で文化
的な生活を送れることを目的としています。

挾間公民館からお知らせ

平成23年度「寿大学」学級生募集平成23年度「寿大学」学級生募集

●主催　挾間公民館
●実施回数　年間６回
●入学資格　挾間町内に居住する65歳以上の方
　　　　　　開設趣旨を理解し、真剣に取り組んでくれる方
●学級費　年間 一人 1,000円 
●応募方法　学級費を添えて挾間公民館(はさま未来館内)ま

でお申し込みください。
◇処理の都合上、老人クラブ等で取りまとめた上での応募を
基本としますが、個人での連絡も受け付けます。
●開講時間　原則として 午前10時～正午
●応募期間　随時受付

回 期日 学習内容

1 5月下旬 ・開級式
 　健康で文化的な生活意欲を高める。

2 7月下旬 ・ 映画鑑賞
　楽しい映画をみて、情操を豊かにする

3 9月下旬 ・教養講座
　いろんな教養講座を学ぶ。

4 11月下旬 ・ 修学旅行

5 1月下旬
・人権・教養講座
　人権等に関する知識・教養を深め、豊かな
人間性を育む。

6 3月下旬 ・閉級式
　学芸会など

◆計画はあくまでも案です。運営委員さんと協議の上、内容を
変更していきますのでご了承ください。
●申込先・問い合わせ　挾間公民館 ☎097-583-1118

湯布院公民館からお知らせ

▶⑧2011.５ City情報広場



由布市無料相談由布市無料相談
【行政相談】担当：行政相談委員
　行政相談委員は、役所の仕事についての身近な
相談窓口です。より多くの皆さんの声を行政に役
立てるため、あなたの声をお聞かせください。
　相談例：道路の補修、年金、健康保険など
はさま未来館　毎月第１土曜日 午前９時～正午 
　　　　　　　次回は６月４日㈯
　　　　　　　相談委員：大

おおしま

嶋 昌
ま さ こ

子
庄内庁舎　　　毎月第１金曜日 午前９時～正午
　　　　　　　次回は６月３日㈮
　　　　　　　相談委員：一

い ち き

木 アサ子
湯布院庁舎　　毎月第３水曜日 午前10時～正午 
　　　　　　　次回は５月18日㈬
　　　　　　　相談委員：吉

よ し の

野 宗
む ね お

男
　また、５月は毎月の定期相談に加え、由布市の
行政相談委員３人による合同行政相談会を実施。
　ぜひこの機会にご利用ください。
　５月19日㈭ 午前10時～午後３時
　湯布院庁舎２階会議室
【不動産相談】担当：宅地建物取引主任者
●不動産全般のお困りごとなど。
庄内庁舎　毎月第１月曜日
　　　　　午前８時30分～正午
　　　　　次回は６月６日㈪
【法律相談】担当：司法書士
●法律に関する日常のお困りごとなど
庄内庁舎　毎月第３水曜日
　　　　　午後１時30分～午後４時
　　　　　次回は５月18日㈬
※相談日が休日の場合は翌平日
問い合わせ　総務課総務係 
☎097－582－1111(内線205)

統合失調症の方の暮らし応援セミナー統合失調症の方の暮らし応援セミナー
　統合失調症で治療中の方を対象に、地域生活に
必要な情報を提供することで、問題解決能力や生
活の質の向上を図り、社会復帰を促進します。
日時　６月22日㈬、７月６日㈬、７月20日㈬、
８月３日㈬ ※午後１時30分～午後４時
場所　県こころとからだの相談支援センター
対象者　統合失調症で治療中の方
申込期限　６月10日㈮
問合せ先　県こころとからだの相談支援センター
こころの健康課 ☎097－541－5276

平成23年度 大分県職員各種採用試験平成23年度 大分県職員各種採用試験
募集
種目 資　格 試験日および受付期間

上
級
試
験

昭和57年4月2日か
ら平成2年4月1まで
に生まれた者
※平成2年4月2日以
降に生まれた者で
あっても、大学を卒
業した者または卒業
見込みの者は受験す
ることができます。

試験
　6月26日㈰
受付締切
　5月27日㈮
※インターネット
　受付締切
　5月20日㈮

医
療
免
許
資
格
職
試
験
Ⅰ

◆薬剤師
昭和57年4月2日か
ら平成2年4月1まで
に生まれた者
◆保健師
昭和57年4月2日か
ら平成３年4月1まで
に生まれた者
※免許等が必要ですの
で、受験案内で確認
してください。

試験
　6月26日㈰
受付締切
　5月27日㈮
※インターネット
　受付締切
　5月20日㈮

問い合わせ
大分県人事委員会事務局
☎097－506－5212
http://www.pref.oita.jp/soshiki/22000/

HOT LINEHOT LINE

由布市総務課
☎097-582-1111 内線206

試　験

相　談

教室・セミナー

みんなのひろばみんなのひろば●
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庄内体育センター卓球教室庄内体育センター卓球教室
　中学生から大
人まで、基本を
学びながら週に
１回楽しく卓球
をしています。
経験者はもちろ
ん、今から始め
たい人も歓迎です。一緒に体を動かしてリフレッ
シュしませんか？
申込先・問い合わせ
庄内体育センター卓球教室(佐藤)
 ☎097－582－2808

由布市ヘルパー増加作戦由布市ヘルパー増加作戦
ホームヘルパー2級養成講座受講生募集ホームヘルパー2級養成講座受講生募集
　超高齢化社会でニーズ高まる介護を学んでみま
せんか？家庭介護にも役立ちます。
初回開講日　７月17日㈰より
　　　　　　以降毎週日曜日
　　　　　　スクーリング９日間と実習５日間
会場　総合ケアセンター情和園(庄内教室)
定員　20人
受講料　85,000円(テキスト代込み)
　　　　健康診断料別途必要
募集期限　平成23年7月8日(金)(必着)
その他　大分県指定 
厚生労働省教育訓練給付金制度対象講座(条件あり)
申込み・問い合わせ
総合ケアセンター情和園
☎097－582－1010

受講生募集受講生募集
　ホームヘルパー養成研修(２級課程)
対象者　就職を希望される55歳以上の方で、公
共職業安定所に求職申込をされた方
募集締切　５月20日㈮
実施場所　大分工業会館
実施機関　６月２日～８月８日の間(25日間)
募集人員　40人(多数の場合は選考)
受講料　無料
申込先・問い合わせ先
大分県シルバー人材センター連合会
☎097－540－6313
由布市シルバー人材センター
☎097－540－7992

精神保健(うつ病)家族教室精神保健(うつ病)家族教室
 うつ病で治療中の方のご家族が、病気について
の理解を深め、対応の仕方を学ぶ場として、うつ
病家族教室を開催します。参加希望者はお申し込
みください。
日時　第１回６月15日㈬・第２回６月29日㈬
午後１時30分～午後４時（受付：午後１時～）
※２回コースで開催します
場所　県こころとからだの相談支援センター
　　　(大分市大字玉沢字平石)
内容　講義 家族の話し合い 等
対象　うつ病で治療中の方のご家族
参加料　無料(事前に申し込みが必要)
受付期限　６月６日㈪
申込先　県こころとからだの相談支援センター
こころの健康課 ☎097－541－5276

自死遺族のつどい自死遺族のつどい
　県内では毎年300人前後の方が自ら命を絶っ
ています。悲しみやつらさを抱えて暮らすご遺族
の心のケアを目的として、つどいを開催します。
参加希望者はお申し込みください。
対象　大切な人を、自死で亡くされたご遺族
日時　６月２日㈭ 午後２時～午後４時
　　　受付は午後１時30分から
場所　県こころとからだの相談支援センター
　　　(大分市大字玉沢字平石)
内容　参加者の気持ちの分かち合いをします。
参加料　無料(事前に申し込みが必要です)
申込締切日　開催日の１週間前まで
申込締切　５月25日㈬
申込先・問い合わせ 
県こころとからだの相談支援センター
☎097－541－6290

剣道を始めようよ！剣道を始めようよ！
　挾間少年剣道クラブでは、
少年少女剣士を募集中です。来年度からは中学授
業で武道が始まる中、剣道を始めてみませんか？
何事にもあきらめず、自分で行動する力が身に付
きます。始めは運動のできる服装でOKです。
稽古日　毎週月・金曜日午後６時30分～午後８時
場所　挾間小学校体育館
対象　小学生および幼稚園年長組の男女
その他　竹刀や防具の貸出もできます。竹刀や防具の貸出もできます。見学はい
つでも可能。お気軽においでください。
問い合わせ
平野(☎080－5241－0505)まで

募　集
Readers Voice
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ホタル観賞会ホタル観賞会
　庄内町平石自治区では昨年度よ
り「ホタル舞う棚田と水とうまい
米・ひらいし」をキャッチフレーズに由布コミュ
ニティ事業に取り組んでいます。その一環として
次の日程でホタル観賞会を実施します。多数の方
にご参加いただきますようお知らせします。
日時　６月11日㈯ 午後６時集合
※集合後、少しですが米の試食会を行います。そ
の後、午後８時からホタル観賞会となります。
場所　庄内町平石自治区内
※開催日に近くなりましたら国道210号沿い平
石自治区入口に案内看板を設置します。ぜひご
覧ください。

▲オリジナルのフォトフレーム。
　市内の美しい風景写真を使用したポ
ストカードが８枚入っています。

Readers Voice　このコーナーは読者の皆さんからのおた
よりを紹介しています。本誌を読んだ感想
や今後取り上げてほしい記事、由布市への思い、あなたの身近
なことなどを郵便ハガキに書いてお送りください。おたよりを
いただいた方には、ポストカード付き「フォトフレーム」をプ
レゼントします。

●問い合わせ
　総務課秘書広報係　☎097-582-1111（内線206）

V o i c
e

s

Y
uf

u  
Citizens'

もっと身
近な

広報誌
へ

読者の声

貼付場所

★ハガキの裏面に「読者の
声」をご記入の上、点線
に沿って用紙を切り取り、
図の通りはがれないよう
に全面にのりづけ(テー
プは不可)して、ご投函
ください。

お知らせ
自動車税は5月31日までに納めましょう自動車税は5月31日までに納めましょう
○４月１日現在の登録上の所有者に課税されます。
○コンビニエンスストアでも納付することができ
ます。
○納期限を過ぎた場合は、延滞金が加算されます。
※納税についてのお問い合わせ・ご相談は
   大分県税事務所(☎097－506－5771)へ

ご登録ください！県民安全・安心メールご登録ください！県民安全・安心メール
　大分県では「県民安全・安心メール」を配信し
ています。気象警報や津波警報・注意報、避難勧
告、避難指示などの防災情報等が携帯電話やパソ
コンに電子メールで届きますので、いざというと
きに備えて登録しておきましょう。
◎配信される情報
気象警報  地震情報  津波情報  火山情報  洪水情報
避難情報  竜巻注意情報  河川水位情報  食中毒注意
報　土砂災害警戒情報  光化学オキシダント情報

【メールの登録方法】
携帯電話からe@bousai-oita.jpまで空メール
を送るか、QRコードをバーコー
ドリーダーで読み取ってください。
※登録までは、メールサイトの指
示に従ってください。
◎登録サイト→http://www.bousai-oita.jp/

問合せ先　大分県生活環境部防災危機管理課
☎097－506－3155

イベント情報
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由布市役所
総務課秘書広報係　行

（No.68/2011.５）
◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所　〒

フリガナ

※記入がない場合、実名で掲載させていただきます。

年齢／　　　　　歳　　　　性別／　　  男 ・ 女

E-mail

電話（　　　　　　）　　　  －


